
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物コンサルタントの技術力による選定に関する検討委員会報告書 

 

技術評価による廃棄物コンサルタントの選定に向けて（提言） 
 

 

 検討の背景および目的 

● １．廃棄物コンサルタント業務の発注方式の実態 

● ２．廃棄物コンサルタント業務の標準的発注方式の提案 

● ３．プロポーザル方式及び総合評価落札方式の実施手順 

● ４．審査及び評価方法の提案 

● ５．技術評価によるコンサルタント選定に向けた提言 

 

（一社） 日本廃棄物コンサルタント協会 技術部会 

平成 25年 6月 



 

 

 



 

 

 

技術評価による廃棄物コンサルタントの選定に向けて（提言） 
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検討の背景と目的 
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1. 廃棄物コンサルタント業務の発注実態調査 

1.1 発注方式実態調査の概要 

1) 調査の目的 

─ ╩ ≤⇔≡⁸ ⁸ ⁸ ─ ╩ ∆╢↓≤

⌐╟╡⁸₈ ◖fi◘ꜟ♃fi♩─ ⌐╟╢ ⌐ ∆╢ ₉ ⌐№√∫≡─ ≤

∆╢⁹ 

 

2) 調査対象業務 

⅜ 23 ⌐ ⇔√ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ ╩ ≤⇔≡⁸ ⌐

╩ ⇔⁸ ה ⇔√⁹ 

 

3) 調査内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）会員アンケートに用いた調査シートは別添のとおり 

≪発注者種別選択肢≫ 

【国の機関（環境省）、国の機関（環境省以外）、都道府県、政令市、市町村(事務組合等）、民間)】 

≪業務種別選択肢≫ 

【環境アセスメント(生活環境調査含む）、調査（地質、測量、環境）、施設精密機能検査、分析（ごみ組

成、排ガス、排水等）、一般廃棄物処理基本計画、循環型社会形成推進地域計画、廃棄物処理施

設長寿命化計画、適地選定業務、廃棄物処理施設基本構想、廃棄物処理施設基本計画（設計）、

廃棄物処理施設実施設計、廃棄物処理施設施工監理、解体撤去設計・施工監理、長期包括運営

支援、運営モニタリング（維持費用妥当性評価）、PFI導入可能性調査、PFI事業アドバイザリー、事

業手法検討、処理システム比較検討、災害廃棄物処理計画、その他】 

≪見積徴収の有無：業務発注前に発注者から参考見積を依頼されたかどうか。≫ 

≪技術提案の有無：発注仕様書作成にあたって技術提案をもとめられたかどうか。≫ 

≪低入札対策選択肢≫ 

【低入札対策なし、最低制限価格制度あり、低入札価格調査制度あり、最低制限+低入札価格調査】 

≪発注方式選択肢≫ 

【価格競争、総合評価落札方式、プロポーザル方式、随意契約】 

≪契約方式選択肢≫ 

【一般競争入札、通常指名競争入札、公募(簡易公募）指名競争入札、標準(指名）プロポーザル、公募

(簡易公募)プロポーザル)、 

 

≪ヒアリング：プロポーザル方式あるいは総合評価落札方式の場合、技術力評価としてヒアリングが実

施されたかどうか。≫ 
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業務件数

1.2 調査結果の整理 

1) 調査票の回収状況 

24 5 ─ 44 ⌐ ⇔ ╩ ⇔⁸30 ⅛╠ ⅜ ╠╣√⁹↓─

℮∟⁸ ≤⇔≡│ 30 ⅛╠ 1,144 ─ ⅜♃כ♦ ╠╣√⁹ 

≢│⁸↓─ 1,144 ⌐≥╙╩♃כ♦─ ─ ה ╩ ⇔√⁹ 

 

2) 発注者別受注件数 

─ ╠╣√ 1,144 ─ ╩

⌐ ⇔√╙─⅜ 1- 2- 1≢№

╢⁹ ─ 920 ⅜ (

╗) ─ ≢№╡⁸ ─

80 ╩ ╘≡™╢⁹ ™≢⁸ ⁸

⁸ ⁸ ( )⁸

( )─ ≤⌂∫≡⅔╡⁸™∏╣╙

100 ≢№╢⁹ 

 

3) -1 業務種類別受注件数 

1,144 ─ ─℮∟⁸ ⅜ ─ 14 ╩ ↄ 1,130 ─ ╩ ⇔√╙─⅜

1- 2- 2≢№╢⁹⅔⅔╕⅛⌂ ≢│⁸ ─ ה ≢─ ⅜ 35%⁸ ™≢

ה ה ⅜ 29 ⁸ ה ⅜ 20 ⁸ ⅜ 14 ≤⌂∫≡™╢⁹ 
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図 1-2-1 発注者別受注件数 
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図 1-2-2 業務種類別受注件数 
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3)-2 業務種類別受注件数（一部事務組合分） 
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図 1-2-3 業務種類別受注件数 
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4) -1 見積徴収・技術提案の有無 

⌐ ⅛╠ ╩ ↕╣√⅛≥℮⅛⁸ ⌐№√∫≡ ╩
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4)-2 見積徴収・技術提案の有無（市町村（一部事務組合分）） 

⌐ ⌐≈™≡╕≤╘√╙─╩ 1- 2- 5⌐ ∆⁹ 
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5)-1 低入札対策 

─ ⌐≈™≡ ⇔√╙
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5)-2 低入札対策（市町村（一部事務組合分）） 
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1- 2- 7≢№╢⁹ ─℮∟ 93 (857/920

)≢ ⅜ ∂╠╣≡⅔╠∏⁸╦∏⅛

⌐ ⅜ 32 ⁸

⅜ 10 ⁸ ─ ⅜ ∂╠╣≡™╢

⅜ 3 ≢№∫√⁹ ─ ≤

─╖─ ⌐│ ⅝

⌂ ─ │ ╘╠╣⌂⅛∫√⁹ 

図 1-2-4 見積徴収の有無・技術提案の有無 

図 1-2-6 低入札対策の状況 
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図 1-2-5 見積徴収の有無・技術提案の有無 

（市町村（一部事務組合分） 

図 1-2-7 低入札対策の状況 

（市町村（一部事務組合分） 
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6)-1 発注方式 
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№╢⁹ ⅜ 711/1,144 ≢ 62 ╩ ╘⁸

™≢ ⅜ 350 (31 )⁸ⱪ꜡ⱳכ

◙ꜟ ⅜ 60 (5 )⁸ ⅜ 21

(2 )≢№╡⁸ ⌐╟╢ ⅜ ↕

╣≡™╢─│⁸ ─ 7 ⌐ ⅞⌂™⁹ 

 

6)-2 発注方式（市町村（一部事務組合等分）） 

⌐ ⌐≈™≡

⌐≈™≡ ⇔√╙─⅜ 1- 2- 9 ≢№╢⁹

⅜ 641/920 ≢ 70 ╩ ╘⁸ ™≢

⅜ 234 (25 )⁸ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ⅜ 38

(4 )⁸ ⅜ 6 (0.7 )≢№╡⁸

⌐╟╢ ⅜ ↕╣≡™╢─│⁸

─ 5 ⌐ ⅞⌂™⁹ ⅜ 70 ≤ ─

≤ ═≢ ™ ⅜№╢⁹ 

 

7)-1 選定・契約方式 

◖fi◘ꜟ♃fi♩─ ה ╩

⌐ ה ⇔√╙─⅜ 1- 2- 10≢№╢⁹

╙ ™ ה │ (

)≢№╡⁸641/1,144 ≢ 56%╩ ╘⁸

™≢ ⅜ 350 ≢№╡⁸↓─ 2

≢ ─ 87 ╩ ╘╢⁹ 

╡│⁸ ⅜ 63 (6 )⁸(

) ⱪ꜡ⱳ⅜ 34 (3 )⁸ ⱪ꜡ⱳ⅜

26 (2 )⁸( ) ⅜ 13

(1 )⌂≥≢№╢⁹ 

 

7)-2 選定・契約方式（市町村（一部事務組合分）） 

⌐ ⌐≈™≡

ה ⇔√╙─⅜ 1- 2- 11≢№╢⁹

╙ ™ ה │ (

)≢№╡⁸597/920 ≢ 65%╩ ╘⁸ ™

≢ ⅜ 234 ≢№╡⁸↓─ 2

≢ ─ 90 ╩ ╘╢⁹ 

╡│⁸ ⅜ 38 (4.1 )⁸

( ) ⱪ꜡ⱳ⅜ 22 (2.4 )⁸ ⱪ

꜡ⱳ⅜ 16 (1.7 )⁸( )

⅜ 6 (0.7 )⌂≥≢№╢⁹ ─

⅜ 65 ≢№╢↓≤⅛╠ ╘≢⁸

⁸ⱪ꜡ⱳ⅜ ⌂™ ⅜№╢⁹ 

図 1-2-8 発注方式の状況 

図 1-2-10 契約方式の状況 

図 1-2-9 発注方式の状況 

（市町村（一部事務組合分） 

図 1-2-11 契約方式の状況 

（市町村（一部事務組合分） 

 

1

6

38

234
641

0 150 300 450 600 750

無回答

総合評価落札方式

プロポーザル方式

随意契約方式

価格競争

業務件数
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1.3 現行の入札・契約方式の分析 

↓↓≢│⁸ ה ≤ ─ ⁸ ⁸ ה ⁸

≤─◒꜡☻ ╩ ⇔⁸ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ ─ ─ ה ─ ╩ ⌐∆

╢╙─≢№╢⁹ 

 

1) 発注者別の入札・契約方式 

⌐ ה ╩ ה ⇔√╙─⅜ 1- 3- 1≢№╢⁹ 

⁸ ⁸ ⁸ ≢│ ( )≤

⅜ ↄ⁸↓─ 2 ≢∕╣∙╣ 6 ⁸ ≢│ 9 ╩ ╘╢⁹ 

─ ≢│ ⅜ 7 41 ⁸ ─ ≢│⁸

ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ⅜ 8 35 ≤ ╙ ↄ⌂∫≡™╢⁹ 

⁸ ─ ⅛╠ ∆╢≤⁸ ≢│ ≤ ╩ ≤∆╢

⅜⁸ ≢│ ╩ ≤∆╢ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ⅜ ה ≤⇔≡ ↄ

╖╠╣╢⁹ ≢│ ⌐╟╢ ╙⇔ↄ│ ⅜ ↕╣≡™╢ ⅜ ╠

╣╢⁹ 

⁸ ┘ ≢│⅔╙⌐ ⌐╟╢ ─

⅜ ↄ⌂∫≡™╢⁹ ≢│╒≤╪≥⅜ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1-3-1 発注者別の入札・契約方式 

1

1 2

4

1 1 8

1

16

1

3

3

2

4

22

5

3

10

7

38

2

3

30

9

234

72

1

23

12

597

8

1

1

6

5

7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国の機関(環境省）

国の機関(環境省以外）

都道府県

政令指定都市

市町村(一部事務組合）

民間

不明 一般競争(総合評価） 指名競争(総合評価） (簡易）公募競争入札 (簡易）公募総合評価

標準型プロポーザル (簡易）公募プロポーザル 一般競争(価格競争） 随意契約 指名競争(価格競争）

国の機関(環境省） 7 3 5 2 17

国の機関(環境省以外） 1 2 1 1 8 3 3 3 1 23

都道府県 4 2 10 30 23 69

政令指定都市 1 4 7 9 12 33

市町村(一部事務組合） 1 6 5 16 22 38 234 597 1 920

民間 1 72 8 1 82

総計 1 7 7 13 26 34 63 350 641 2 1,144

不明
一般競争
(総合評価）

指名競争
(総合評価）

総計
指名競争
(価格競争）

随意
契約

一般競争
(価格競争）

(簡易）公募
ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ

標準型
ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ

(簡易）公募
総合評価

(簡易）公募
競争入札
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2) -1 業務種別と入札・契約方式 

⌐ ה ╩ ה ⇔√╙─⅜ 1- 3- 2≢№╢⁹≥─ ⌐⅔™≡╙⁸

≤ ⅜ ↄ⁸↓─ ⅜ ╙ ─ ™ ה ≢│ 201/228

88 ⁸ ╙ ⌂™ ≢╙ 132/ 163 81 ╩ ╘╢⁹ 

╕√⁸ ≢│ ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ⅜ 10/163 6 ≤╒⅛─ ╟╡

ↄ╩ ╘≡™╢⁹ ⁸ ─ ⅛╠ ∆╢≤⁸ │⁸ ╩ ≤

∆╢ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ╗ ⅜ 60 ⁸ ⅜ 40 ≤⌂∫≡™╢⁹ ⁸ ה

ה ┘ ה ≢│ 68%⅜ ⁸ ה ⌐≈™≡╙ 61 ⅜

≤⁸™∏╣╙ ⅜ ↄ⌂∫≡™╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)-2 業務種別と入札・契約方式（市町村（一部事務組合分）） 

⌐ ⌐≈™≡ ה ⇔√╙─⅜ 1- 3- 3≢№╢⁹≥─ ⌐⅔

™≡╙⁸ ≤ ⅜ ↄ⁸↓─ ⅜ ╙ ─ ™ ה ה

≢│ 238/253 94 ⁸ ╙ ⌂™ ≢╙ 110/127 87 ╩ ╘╢⁹ 

⁸ ─ ⅛╠ ∆╢≤⁸ │⁸ ╩ ≤∆╢ⱪ꜡ⱳכ◙

ꜟ ╗ ⅜ 69/127 54 ⁸ ⅜ 58 46 ≢⁸ ─ ╘╢

⅜╛╛ ↄ⌂∫≡™╢⁹ ⁸ ה ה ─℮∟ ⅜ ╘╢ │ 77%⁸

∂ↄ ה ≢│ 73 ⁸ ה ⌐≈™≡╙ 70 ⅜ ≤⌂∫≡⅔╡⁸╟

╡ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ ≤ ∆╢≤⁸ ╩ ≤∆╢ ⅜ ⌂ↄ⁸

⌐╟╢ ⅜ ™ ⅜№╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-2 業務種別の入札・契約方式 

図 1-3-3 業務種別の入札・契約方式（市町村（一部事務組合）） 

1

1

3

1

3

3

3

3

5

5

7

4

12

2

10

4

14

6

11

25

12
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1

78

89

87

75

17

54

201

249

126

4

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

発注者支援

調査・分析・検査

構想・計画段階

設計・施工監理

その他

不明 一般競争(総合評価） 指名競争(総合評価） (簡易）公募競争入札

(簡易）公募総合評価 標準型プロポーザル (簡易）公募プロポーザル 一般競争(価格競争）

随意契約 指名競争(価格競争）

113

2

1

1

3

2

2

10

1

7

1

10

4

7

10

8

11

1

59

52

61

47

13

51

186

233

116

4

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

発注者支援

調査・分析・検査

構想・計画段階

設計・施工監理

その他

不明 一般競争(総合評価） 指名競争(総合評価） (簡易）公募競争入札

(簡易）公募総合評価 標準型プロポーザル (簡易）公募プロポーザル 一般競争(価格競争）

随意契約 指名競争(価格競争）
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8.9

6.4

6.3

6.1

6.4

45.7

38.0

77.9

73.9

25.5

71.3

52.8

46.5

46.8

20.6

18.5

59.6

26.0

0.3

2.1

1.2

5.5

0.8

0.4

5.6

2.8

10.9

7.1

1.2

22.2 19.4

36.4 47.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A

B

A

B

A

B

A

B

総合評価 プロポーザル 競争入札 随意契約 不明

2) -3 業務種別と入札・契約方式（比較） 

⌐ ה ה ה ╩ ⇔√╙─₄ A₅≤⁸

₄ B₅⌐≈™≡ ה ⇔√╙─⅜ 1- 3- 4≢№╢⁹⌂⅔⁸ │ ╩

⌐∆╢√╘⁸ ⅝ↄ 4 ⌐ ╩ ∫√⁹≥─ ⌐⅔™≡╙

│ ┘ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ─ ⅜ ↄ⌂∫≡™╢⁹ 

⌐ ≢│⁸ ┘ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ⅜ ה ה ה ≢

10/36 28 ⌐ ⇔⁸ ≢│ 10/127 8 ≤⌂∫≡™╢⁹╕√⁸

ה ה ≢│⁸ ┘ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ⅜ ה ה ה ≢

12/79 15 ⌐ ⇔⁸ ≢│ 4/253 2 ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Aは国・都道府県・政令指定都市・民間、Bは市町村（一部事務組合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注者支援 

調査・分析・検査 

構想・計画段階 

設計・施工監理 

図 1-3-4 業務種別の入札・契約方式（比較） 

n=36 

n=127 

n=79 

n=253 

n=55 

n=330 

n=47 

n=181 
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3)-1  見積・技術提案要請と入札・契約方式 

ה ─ ⌐ ה ╩ ה ⇔√╙─⅜ 1- 3- 5≢№╢⁹ 

─╖⅜№╢ │ ≤⇔≡│ 17 ≤ ⌂™⅜⁸ ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ⅜

ↄ⁸8/17 47 ⁸ ™≢ 4/17 24 ╩ ╘╢⁹ 

⅜№╢ │ ─ ⌐ ╦╠∏ ≢№╢↓≤⅜

ↄ⁸ ה╡№ ⌂⇔─ │ 212/385 55 ⁸ ה╡№

№╡─ │ 229/467 49 ≤ 5 ╩ ╘╢⁹ 

ה⇔⌂ ⌂⇔─ ╙ ⅜ ╙ ↄ 192/261

74 ⁸ ™≢ ⅜ 29/261 11 ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-5 契約方式の状況 
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1

2
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4
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3
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8

4

3

19

29
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14

2

1

27

143

176

3

192

212

229

8

1

11

1

22

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見積徴収なし・技術提案要請あり

見積徴収なし・技術提案要請なし

見積徴収あり・技術提案要請なし

見積徴収あり・技術提案要請あり

不明

不明 一般競争(総合評価） 指名競争(総合評価） (簡易）公募競争入札

(簡易）公募総合評価 標準型プロポーザル (簡易）公募プロポーザル 一般競争(価格競争）

随意契約 指名競争(価格競争）

1 4 3 8 1 17
2 2 2 2 4 29 27 192 1 261
3 4 2 3 18 143 212 385

1 1 1 7 19 19 14 176 229 467
2 3 8 1 14

1 7 7 13 26 34 63 350 641 2 1,144

(簡易）公募
総合評価

一般競争
(総合評価）

指名競争
(総合評価）

(簡易）公募
競争入札

指名競争
(価格競争）

不明 総計

不明

標準型
ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ

(簡易）公募
ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ

一般競争
(価格競争）

随意
契約

総計

見積徴収なし・技術提案要請あり
見積徴収なし・技術提案要請なし
見積徴収あり・技術提案要請なし
見積徴収あり・技術提案要請あり

1

2

3

8

4

1

1

2

2

2

29

27

192

4

143

212

1

1

1

7

19

19

176

229

1

3

8

2

4

3

3

18

2

14

0 50 100 150 200 250

不明

一般競争(総合評価）

指名競争(総合評価）

(簡易）公募競争入札

(簡易）公募総合評価

標準型プロポーザル

(簡易）公募プロポーザル

一般競争(価格競争）

随意契約

指名競争(価格競争）

見積徴収あり・技術提案要請あり

見積徴収あり・技術提案要請なし

見積徴収なし・技術提案要請なし

見積徴収なし・技術提案要請あり

無回答
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1

1

2

2

1

20

18

182

3

96

195

1

2

12

16

118

212

2

2
1

1

3

8

1

9

0 50 100 150 200 250

不明

一般競争(総合評価）

指名競争(総合評価）

(簡易）公募競争入札

(簡易）公募総合評価

標準型プロポーザル

(簡易）公募プロポーザル

一般競争(価格競争）

随意契約

指名競争(価格競争）

見積徴収あり・技術提案要請あり

見積徴収あり・技術提案要請なし

見積徴収なし・技術提案要請なし

見積徴収なし・技術提案要請あり

無回答

3)-2 見積・技術提案要請と入札・契約方式（市町村（一部事務組合分）） 

⌐ ⌐≈™≡ ה ⇔√╙─⅜ 1- 3- 6≢№╢⁹ 

─╖⅜№╢ │ 5 ≤ ⌂™⅜⁸ ⱪ꜡ⱳ⁸ꜟ◙כ ⱪ꜡ⱳכ◙

ꜟ⅜∕╣∙╣ 2 ∏≈⁸ ⅜ 1 ≤⌂∫≡™╢⁹ 

⅜№╢ │ ─ ⌐ ╦╠∏ ≢№╢↓≤⅜

ↄ⁸ ה╡№ ⌂⇔─ │ 195/307 64 ⁸ ה╡№

№╡─ │ 212/370 57 ≤ ╩ ╘╢⁹ 

ה⇔⌂ ⌂⇔─ │ ⅜ ╙ ↄ 182/227

80 ⁸ ™≢ ⅜ 20/227 9 ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-6 契約方式の状況（市町村（一部事務組合分）） 
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見積徴収なし・技術提案要請あり

見積徴収なし・技術提案要請なし

見積徴収あり・技術提案要請なし

見積徴収あり・技術提案要請あり

不明

不明 一般競争(総合評価） 指名競争(総合評価） (簡易）公募競争入札

(簡易）公募総合評価 標準型プロポーザル (簡易）公募プロポーザル 一般競争(価格競争）

随意契約 指名競争(価格競争）

1 2 2 5
2 2 1 1 20 18 182 1 227

1 3 1 3 8 96 195 307
1 2 12 16 9 118 212 370

1 2 8 11
0 1 6 5 16 22 38 234 597 1 920総計

見積徴収なし・技術提案要請あり
見積徴収なし・技術提案要請なし
見積徴収あり・技術提案要請なし
見積徴収あり・技術提案要請あり

指名競争
(価格競争）

不明 総計

不明

標準型
ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ

(簡易）公募
ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ

一般競争
(価格競争）
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指名競争
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(簡易）公募
競争入札
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3)-3 見積・技術提案要請と入札・契約方式（比較） 

ה ─ ╩ ה ה ה ╩ ⇔√╙─₄ A₅≤⁸

₄ B₅⌐≈™≡ ה ⇔√╙─⅜ 1- 3- 7≢№╢⁹ ה

─ ⌐ ╦╠∏⁸ │ ┘ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ─ ⅜

ↄ⌂∫≡™╢⁹ 

ה⇔⌂ №╡─ │ ≤ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ⅜ ╘╢ ⅜ ↄ⁸

≢│∆═≡↓─ 2≈⌐ ⇔≡™╢⅜⁸ ╩╖╢≤ ה ה

ה │ 11 ⁸ │ 5 ≤ ⌂™ ≢№╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Aは国・都道府県・政令指定都市・民間、Bは市町村（一部事務組合） 
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0.9
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8.3
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B

A

B

A

B

総合評価 プロポーザル 競争入札 随意契約 不明

見積徴収なし・ 

技術提案要請あり 

見積徴収なし・ 

技術提案要請なし 

見積徴収あり・ 

技術提案要請あり 

見積徴収あり・ 

技術提案要請なし 

図 1-3-7 見積・技術提案要請の入札・契約方式（比較） 

n=12 

n=5 

n=34 

n=227 

n=78 

n=307 

n=97 

n=370 
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4)-1 低入札対策と入札・契約方式 

─ ⌐ ה ╩ ה ⇔√╙─⅜ 1- 3- 8≢№╢⁹ 

≤⇔≡│ ⅜⌂™ ⅜ 1,055/1,144 92 ≤╒≤╪≥╩ ╘≡™╢⁹∕─

℮∟ ⅜ ╙ ↄ⁸594/1,055 56 ⁸ ™≢ ⅜ 336/1,055 32

≤⌂∫≡™╢⁹ ⅜№╢ │⁸ ⁸ ⅜

ↄ⁸ ╦∑≡ 39/42 93 ╩ ╘╢⁹ ⅜№╢ │⁸ ≤ ⌐

⅜ 10/18 56 ╩ ╘╢⁹ ≤ ─ ⅜№╢

│ 9 ≤ ≤⇔≡│ ⌂ↄ⁸∕─℮∟ 6 │ ⅜ ╘≡™╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4)-2 低入札対策と入札・契約方式（市町村（一部事務組合分）） 

⌐ ⌐≈™≡ ה ⇔√╙─⅜ 1- 3- 9≢№╢⁹ ≤⇔≡│

⅜⌂™ ⅜ 857/920 93 ≤╒≤╪≥╩ ╘≡™╢⁹∕─℮∟

⅜ ╙ ↄ⁸557/857 65 ⁸ ™≢ ⅜ 221/857 26 ≤⌂∫≡™╢⁹

⅜№╢ │⁸ ⁸ ⅜ ↄ⁸ ╦∑≡

30/32 94 ╩ ╘╢⁹ ⅜№╢ │⁸∆═≡ ≢

№∫√⁹ 

≤ ─ ⅜№╢ │ 3 ≤ ⌂ↄ⁸∕─℮∟ 2 │

≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-8 低入札対策の状況 

2

1 1 1

30

1

2

1

45

9

3

6

336

1

13

594

30

10

2

5

1

6

5

1

12

26

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低入札対策なし

最低制限価格制度あり

低入札価格調査制度あり

最低制限＋低入札価格調査制度あり

不明

不明 一般競争(総合評価） 指名競争(総合評価） (簡易）公募競争入札

(簡易）公募総合評価 標準型プロポーザル (簡易）公募プロポーザル 一般競争(価格競争）

随意契約 指名競争(価格競争）

図 1-3-9 低入札対策の状況（市町村（一部事務組合分）） 

1

21

1

31

6

1

221

13

557

24

10

2

4

1

1

5
5

16

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低入札対策なし

最低制限価格制度あり

低入札価格調査制度あり

最低制限＋低入札価格調査制度あり

不明

不明 一般競争(総合評価） 指名競争(総合評価） (簡易）公募競争入札

(簡易）公募総合評価 標準型プロポーザル (簡易）公募プロポーザル 一般競争(価格競争）

随意契約 指名競争(価格競争）
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4)-3 低入札対策と入札・契約方式（比較） 

─ ╩ ה ה ה ╩ ⇔√╙─₄ A₅≤⁸

₄ B₅⌐≈™≡ ה ⇔√╙─⅜ 1- 3- 10≢№╢⁹ ╠⅛─

⅜№╢ │ ⌂ↄ⁸ ┘ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ≤⌂╢ ⌐╙┌╠≈⅝⅜№╢⁹

⌂⇔─ ⁸ ┘ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ─ │ ה ה ה ≢│ 32/198

16 ⁸ │ 43/857 5 ≤ ↄ⌂∫≡™╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Aは国・都道府県・政令指定都市・民間、Bは市町村（一部事務組合） 

 

 

5) ヒアリングの実施の有無 

ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ №╢™│ ─ ─ⱥ▪ꜞfi◓─ ─╕≤╘√╙─⅜

1- 3- 11≢№╢⁹ ─℮∟ⱥ▪ꜞfi◓╩ ⇔√─│ 16/21 76 ⁸ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ

≢│ 49/60 82 ≤ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ≢─ ⅜ ™ ≢№╢⁹ⱥ▪ꜞfi◓

─ ≢│ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ⅜ 49/65 75 ⁸ ⅜ 16/65 25 ≤ⱪ꜡ⱳ

⅜◓ⱥ▪ꜞfi─≢ꜟ◙כ ↄ ↕╣≡™╢⁹ 

 

 

 

 

 

16.7

90.0

96.9

100.0

83.3

100.0

10.0

25.0

0.7

6.6

25.0

4.3

3.1

9.6

69.2

25.8

50.0

25.8

58.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A

B

A

B

A

B

A

B

総合評価 プロポーザル 競争入札 随意契約 不明

16

4

1

49

3

8

0 10 20 30 40 50 60 70

あり

なし

(空白)

総合評価落札方式 プロポーザル方式

件数

図 1-3-11 ヒアリングの実施の有無 

低入札対策なし 

最低制限価格 

制度あり 

最低制限＋低入札 

価格調査制度あり 

低入札価格調査 

制度あり 

図 1-3-10 低入札対策の入札・契約方式（比較） 

n=198 

n=857 

n=10 

n=32 

n=8 

n=10 

n=6 

n=3 
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1.4 現行の入札・契約方式の課題 

 1) 入札･契約方式の実態 

¶ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ ─ ⌐ ⇔⁸ ⌐╟╢ │╦∏⅛⌐ 7 ⌐ ⅞⌂™⁹ 

¶ ( ╗)∞↑╩╖╢≤⁸∕─ │↕╠⌐ ↕ↄ 5 ≤⌂∫≡™╢⁹ 

¶ ( ╗)─◖fi◘ꜟ♃fi♩ │ ⅜ 70 ⁸

⅜ 25 ╩ ╘≡⅔╡⁸ ─ ⌐ ∂≡ ⌐╟╢ ╩ ∆╢ │ ⅝™

╙─≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

¶ ⌐ ╩ ∆╢≤⁸ ⌐╟╢ ⅜ ↕╣≡™╢ ─ ™

⌐⁸ (14.5 )⁸ (8.1 )⁸ (3.7 )⁸

(2.0 )≤⌂∫≡⅔╡⁸ⱪ꜡☺▼◒♩─ ╒≥ ⌐╟╢ ⅜

⅝™ ⌐№╢⁹ 

 

2) 見積徴収･技術提案要請と入札契約方式 

¶ ⅜⌂ↄ ─⧵⁸│≢☻כ◔√∫№⅜ ─╒≤╪≥⅜

№╢™│ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ≤⌂∫≡⅔╡⁸ ⌐╟╢ ⅜ ╦╣≡™╢╙

──⁸∕─ │ ─ 1.5 ⌐∆⅞⌂™⁹ 

¶ №╡≢ ⁸≡™⅔⌐☻כ◔√∫№⅜ ≤⌂∫≡™╢ ⅜ 244

( ─ 21.3 )╙№╡⁸ ─ ⌂ ≢№╢⁹ 

 

3) 低入札対策と入札契約方式 

¶ ⁸ ─™∏╣╙ ↕╣≡™⌂™ ≢─ ⅜

644 ( ─ 56.3 )⁸ ╩ ╘╢≤⁸663 ( 58.0 )╙№╡⁸↓

╣╠─ ≢│⁸ ─ ⅜ ⅎ╢⁹ 

 

 ⁸ ─ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ ─ ⌐≈™≡⁸∕─ ╩╙≤⌐

╩ ⇔√⅜⁸ ⁸ ⌐╟╢ ╩∆═⅝ ⌐⅔™≡╙ ⅜ ↄ ↕╣≡™

╢↓≤⁸╕√ ╩≤╠╣≡™⌂™ ╙ ↄ⁸ ⇔™ ╩ ⇔≡™╢↓≤⌂

≥⅜⁸ ─ ≤⇔≡ ≢⅝╢⁹ 
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【参考】 

◆表による比較 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜発注者別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 63 5.5

指名競争入札 公募型・簡易公募型 7 0.6

通常指名 641 56.0

総合評価落札方式 1 0.1

指名競争入札 公募型・簡易公募型 13 1.1

通常指名 7 0.6

随意契約 プロポーザル方式 34 3.0

26 2.3

350 30.6 30.6

2 0.2 0.2 0.2

1,144 100.0 100.0 100.0

契約方式（業者選定方式）

一般競争入札

一般競争入札

公募型・簡易公募型プロポーザル

割合（％）

62.2

64.0

1.8

35.8
5.2

標準プロポーザル

上記以外の随意契約

    不　　明

総　　　計

国の機関(環境省）

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 5 29.4

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 0.0

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 7 41.2

通常指名 0.0

随意契約 プロポーザル方式 3 17.6

0.0

2 11.8 11.8

0 0.0 0.0 0.0

17 100.0 100.0 100.0

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

一般競争入札

29.4

70.6
一般競争入札

41.2

公募型・簡易公募型プロポーザル
17.6

29.4標準プロポーザル

上記以外の随意契約

    不　　明

総　　　計

国の機関(環境省以外）

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 3 13.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 1 4.3

通常指名 1 4.3

総合評価落札方式 1 4.3

指名競争入札 公募型・簡易公募型 1 4.3

通常指名 2 8.7

随意契約 プロポーザル方式 3 13.0

8 34.8

3 13.0 13.0

0.0 0.0 0.0

23 100.0 100.0 100.0

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

一般競争入札

21.7

39.1
一般競争入札

17.4

公募型・簡易公募型プロポーザル
47.8

60.9標準プロポーザル

上記以外の随意契約

    不　　明

総　　　計

都道府県

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 10 14.5

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 23 33.3

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 4 5.8

随意契約 プロポーザル方式 2 2.9

0.0

30 43.5 43.5

0.0 0.0 0.0

69 100.0 100.0 100.0

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

一般競争入札

47.8

53.6
一般競争入札

5.8

公募型・簡易公募型プロポーザル
2.9

46.4標準プロポーザル

上記以外の随意契約

    不　　明

総　　　計
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政令指定都市

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 7 21.2

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 12 36.4

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 0.0

随意契約 プロポーザル方式 4 12.1

1 3.0

9 27.3 27.3

0.0 0.0 0.0

33 100.0 100.0 100.0

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

42.4標準プロポーザル

上記以外の随意契約

一般競争入札

57.6

57.6
一般競争入札

0.0

    不　　明

総　　　計

公募型・簡易公募型プロポーザル
15.2

市町村(一部事務組合）

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 38 4.1

指名競争入札 公募型・簡易公募型 6 0.7

通常指名 597 64.9

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 5 0.5

通常指名 1 0.1

随意契約 プロポーザル方式 22 2.4

16 1.7

234 25.4 25.4

1 0.1 0.1 0.1

920 100.0 100.0 100.0

69.7

70.3
一般競争入札

0.7

    不　　明

総　　　計

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

公募型・簡易公募型プロポーザル
4.1

29.6標準プロポーザル

上記以外の随意契約

一般競争入札

民間

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 8 9.8

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 0.0

随意契約 プロポーザル方式 0.0

1 1.2

72 87.8 87.8

1 1.2 1.2 1.2

82 100.0 100.0 100.0

割合（％）

一般競争入札

9.8

9.8
一般競争入札

0.0

    不　　明

総　　　計

公募型・簡易公募型プロポーザル
1.2

89.0標準プロポーザル

上記以外の随意契約

契約方式（業者選定方式）
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＜業務種別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発注者支援

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 6 7.9

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 25 32.9

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 0.0

随意契約 プロポーザル方式 10 13.2

1 1.3

34 44.7 44.7

0 0.0 0.0 0.0

76 100.0 100.0 100.0

    不　　明

総　　　計

公募型・簡易公募型プロポーザル
14.5

59.2標準プロポーザル

上記以外の随意契約

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

一般競争入札

40.8

40.8
一般競争入札

0.0

調査・分析・検査

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 23 7.6

指名競争入札 公募型・簡易公募型 1 0.3

通常指名 195 64.6

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 2 0.7

随意契約 プロポーザル方式 2 0.7

2 0.7

77 25.5 25.5

0.0 0.0 0.0

302 100.0 100.0 100.0

    不　　明

総　　　計

公募型・簡易公募型プロポーザル
1.3

26.8標準プロポーザル

上記以外の随意契約

一般競争入札

72.5

73.2
一般競争入札

0.7

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

構想・計画段階

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 12 3.4

指名競争入札 公募型・簡易公募型 3 0.8

通常指名 238 66.5

総合評価落札方式 1 0.3

指名競争入札 公募型・簡易公募型 3 0.8

通常指名 1 0.3

随意契約 プロポーザル方式 12 3.4

12 3.4

75 20.9 20.9

1 0.3 0.3 0.3

358 100.0 100.0 100.0

    不　　明

総　　　計

公募型・簡易公募型プロポーザル
6.7

27.7標準プロポーザル

上記以外の随意契約

一般競争入札

70.7

72.1
一般競争入札

1.4

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

設計・施工管理

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 10 5.3

指名競争入札 公募型・簡易公募型 2 1.1

通常指名 111 59.4

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 0.0

随意契約 プロポーザル方式 6 3.2

1 0.5

56 29.9 29.9

1 0.5 0.5 0.5

187 100.0 100.0 100.0

    不　　明

総　　　計

公募型・簡易公募型プロポーザル
3.7

33.7標準プロポーザル

上記以外の随意契約

一般競争入札

65.8

65.8
一般競争入札

0.0

契約方式（業者選定方式） 割合（％）



 

-19- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜見積・技術提案要請別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 10 4.8

指名競争入札 公募型・簡易公募型 1 0.5

通常指名 65 31.4

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 10 4.8

通常指名 4 1.9

随意契約 プロポーザル方式 4 1.9

9 4.3

104 50.2 50.2

0.0 0.0 0.0

207 100.0 100.0 100.0

    不　　明

総　　　計

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

公募型・簡易公募型プロポーザル
6.3

56.5標準プロポーザル

上記以外の随意契約

一般競争入札

36.7

43.5
一般競争入札

6.8

不明

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 2 14.3

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 7 50.0

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 0.0

随意契約 プロポーザル方式 0.0

1 7.1

4 28.6 28.6

0.0 0.0 0.0

14 100.0 100.0 100.0

35.7標準プロポーザル

上記以外の随意契約

契約方式（業者選定方式）

    不　　明

総　　　計

公募型・簡易公募型プロポーザル
7.1

割合（％）

一般競争入札

64.3

64.3
一般競争入札

0.0

見積徴収なし・技術提案要請あり

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 0.0

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 4 23.5

通常指名 1 5.9

随意契約 プロポーザル方式 8 47.1

3 17.6

1 5.9 5.9

0.0 0.0 0.0

17 100.0 100.0 100.0

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

一般競争入札

0.0

29.4
一般競争入札

29.4

公募型・簡易公募型プロポーザル
64.7

70.6標準プロポーザル

上記以外の随意契約

    不　　明

総　　　計

見積徴収なし・技術提案要請なし

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 29 11.1

指名競争入札 公募型・簡易公募型 2 0.8

通常指名 192 73.6

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 2 0.8

通常指名 2 0.8

随意契約 プロポーザル方式 4 1.5

2 0.8

27 10.3 10.3

1 0.4 0.4 0.4

261 100.0 100.0 100.0

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

一般競争入札

85.4

87.0
一般競争入札

1.5

公募型・簡易公募型プロポーザル
2.3

12.6標準プロポーザル

上記以外の随意契約

    不　　明

総　　　計
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＜低入札対策別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見積徴収あり・技術提案要請なし

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 18 4.7

指名競争入札 公募型・簡易公募型 4 1.0

通常指名 212 55.1

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 3 0.8

随意契約 プロポーザル方式 3 0.8

2 0.5

143 37.1 37.1

0.0 0.0 0.0

385 100.0 100.0 100.0

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

一般競争入札

60.8

61.6
一般競争入札

0.8

公募型・簡易公募型プロポーザル
1.3

38.4標準プロポーザル

上記以外の随意契約

    不　　明

総　　　計

見積徴収あり・技術提案要請あり

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 14 3.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 1 0.2

通常指名 229 49.0

総合評価落札方式 1 0.2

指名競争入札 公募型・簡易公募型 7 1.5

通常指名 1 0.2

随意契約 プロポーザル方式 19 4.1

19 4.1

176 37.7 37.7

0.0 0.0 0.0

467 100.0 100.0 100.0

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

45.8標準プロポーザル

上記以外の随意契約

一般競争入札

52.2

54.2
一般競争入札

1.9

    不　　明

総　　　計

公募型・簡易公募型プロポーザル
8.1

不明

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 2 14.3

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 8 57.1

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 0.0

随意契約 プロポーザル方式 0.0

0.0

3 21.4 21.4

1 7.1 7.1 7.1

14 100.0 100.0 100.0

一般競争入札

71.4

71.4
一般競争入札

0.0

    不　　明

総　　　計

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

公募型・簡易公募型プロポーザル
0.0

21.4標準プロポーザル

上記以外の随意契約

低入札対策なし

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 45 4.3

指名競争入札 公募型・簡易公募型 5 0.5

通常指名 594 56.3

総合評価落札方式 1 0.1

指名競争入札 公募型・簡易公募型 12 1.1

通常指名 6 0.6

随意契約 プロポーザル方式 30 2.8

26 2.5

336 31.8 31.8

0.0 0.0 0.0

1,055 100.0 100.0 100.0

    不　　明

総　　　計

公募型・簡易公募型プロポーザル
5.3

37.2標準プロポーザル

上記以外の随意契約

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

一般競争入札

61.0

62.8
一般競争入札

1.8
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最低制限価格制度あり

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 9 21.4

指名競争入札 公募型・簡易公募型 1 2.4

通常指名 30 71.4

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 0.0

随意契約 プロポーザル方式 1 2.4

0.0

1 2.4 2.4

0.0 0.0 0.0

42 100.0 100.0 100.0

    不　　明

総　　　計

公募型・簡易公募型プロポーザル
2.4

4.8標準プロポーザル

上記以外の随意契約

一般競争入札

95.2

95.2
一般競争入札

0.0

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

低入札価格調査制度あり

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 3 16.7

指名競争入札 公募型・簡易公募型 1 5.6

通常指名 10 55.6

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 1 5.6

通常指名 1 5.6

随意契約 プロポーザル方式 2 11.1

0.0

0.0 0.0

0.0 0.0 0.0

18 100.0 100.0 100.0

    不　　明

総　　　計

公募型・簡易公募型プロポーザル
11.1

11.1標準プロポーザル

上記以外の随意契約

一般競争入札

77.8

88.9
一般競争入札

11.1

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

最低制限＋低入札価格調査制度あり

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 6 66.7

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 2 22.2

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 0.0

随意契約 プロポーザル方式 1 11.1

0.0

0.0 0.0

0.0 0.0 0.0

9 100.0 100.0 100.0

    不　　明

総　　　計

公募型・簡易公募型プロポーザル
11.1

11.1標準プロポーザル

上記以外の随意契約

一般競争入札

88.9

88.9
一般競争入札

0.0

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

不明

方　式 発注方式 総計(件）

競争入札 価格競争 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 5 25.0

総合評価落札方式 0.0

指名競争入札 公募型・簡易公募型 0.0

通常指名 0.0

随意契約 プロポーザル方式 0.0

0.0

13 65.0 65.0

2 10.0 10.0 10.0

20 100.0 100.0 100.0

    不　　明

総　　　計

契約方式（業者選定方式） 割合（％）

公募型・簡易公募型プロポーザル
0.0

65.0標準プロポーザル

上記以外の随意契約

一般競争入札

25.0

25.0
一般競争入札

0.0
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会社名

担当者名
連絡先(TEL)
メールアドレス

B C D E F G H I J

発注者種別 業務種別 その他の業務の場合（具体的に）
見積徴収
の有無

技術提案
の有無

低入札対策 発注方式
契約方式

(随意契約の場合は空欄）

プロポーザル、
総合評価の場
合のヒアリング
の有無

B　選択肢
国の機関（環境省）
国の機関（環境省以外）
都道府県
政令市
市町村(事務組合等含む）
民間

C　選択肢
環境アセスメント(生活環境調査含む）
調査（地質、測量、環境）
施設精密機能検査
分析（ごみ組成、排ガス、排水等）
一般廃棄物処理基本計画
循環型社会形成推進地域計画
廃棄物処理施設長寿命化計画
適地選定業務
廃棄物処理施設基本構想
廃棄物処理施設基本計画（設計）
廃棄物処理施設実施設計
廃棄物処理施設施工監理
解体撤去設計・施工監理
長期包括運営支援
運営モニタリング（維持費用妥当性評価）
PFI導入可能性調査
PFI事業アドバイザリー
事業手法検討
処理システム比較検討
災害廃棄物処理計画
その他

EF　選択肢
有り
無し

G　選択肢
なし
最低制限価格制度あり
低入札価格調査制度あり
最低制限＋低入札価格調査

H　選択肢
価格競争
総合評価落札方式
プロポーザル方式
随意契約

I　選択肢
一般競争入札
通常指名競争入札
公募(簡易公募）指名競争入札
標準(指名）プロポーザル
公募(簡易公募)プロポーザル

J　選択肢
有り
無し

備　　考

会員アンケート用調査シート 

-2
2

- 



 

-23- 

2. 廃棄物コンサルタント業務の標準的発注方式の提案 

2.1 国交省のガイドラインの考え方 

 ≢│⁸ ⌐ ╢ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ ⌐≈™≡│⁸₈ ◖fi◘ꜟ♃fi♩

⌐⅔↑╢ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ┘ ─ ●▬♪ꜝ▬fi 23 6 ₉╩

╘⁸ ⇔≡™╢≤↓╤≢№╡⁸ ─ ⅎ │ ─≤⅔╡≢№╢⁹ 

 1) プロポーザル方式 

─ ⅜ ⌐ ⌂╙─ │ ⌂ ⅜ ↕╣╢ ≢№∫≡⁸ ↕╣

√ ⌐ ≠™≡ ╩ ∆╢ ⅜ ╣√ ╩ ≢⅝╢ │⁸ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ╩

∆╢⁹⌂⅔⁸ ─ ⅎ ╩ ⌐⁸ ─ ╩ ∆╢⌐ √∫≡ ⌂ ⅜

⌂ↄ⁸∕─ ⌐ ╩ ∆╢ ⌐⅔™≡╙ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ╩ ∆╢⁹ 

2) 総合評価落札方式 

 ⌐ ╩ ≢№╢⅜⁸ ─ ∆╢ ⌐╟∫≡⁸ ─ ⌐ ⇔≡⁸

─ ⌐ ─ ⅜ ∂╢↓≤⅜ ≢⅝╢ │⁸ ╩ ∆╢⁹ 

 ⌐│ ≤ ⅜ ╘╠╣≡⅔╡⁸ ─ ⌐

⌐ ∂≡ ⌂ ╡ ╖ ─ ╩ ⱴכ♥╢╘ ⱴכ♥ ╩ ⇔⁸ ⌐ⱴכ♥ ∆

╢ ╩ ╘╢↓≤⌐╟∫≡⁸ ╩ ∆╢ ─ │ ⁸

─ ─╖╩ ╘╢ │ ─ ╩ ∆╢⁹  

3) 価格競争方式 

ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ⁸ ⌐╟╠⌂™ ⌐⅔™≡⁸ ≤⇔≡ ─

ה ╩ ∆↓≤⌐╟╡ ╩ ≢⅝╢ │⁸ ╩ ∆╢⁹ 

 

2- 1- 1│⁸ 23 ≤ ⌐ ⇔√ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ ─ ⌂

≢№╢⁹ ≢│⁸ ▪fi◔כ♩ ╩ ╕ⅎ⁸ ─●▬♪ꜝ▬fi ⌐ ↕╣√

ⅎ ⌐ ≠⅝⁸ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ⁸ ⁸ ⌐ ∆╢ ⌂

╩ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

◖fi◘ꜟ♃fi♩ ⌐⅔↑╢ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ┘ ─ ●▬♪ꜝ▬fi 

23 6 ה  ⌐⅔↑╢ ⌐ ∆╢  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-1  廃棄物コンサルタント業務の標準発注方式（平成 23 年度要望と提案より）
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2.2 発注方式選定の基本的考え方 

 ◖fi◘ꜟ♃fi♩─ │⁸ ⌐⅔↑╢ ⁸ ⌐ ∆╢ ⅛╠⁸

─ ⌐ ╢ ה ה ה ה ╕≢─ ─ ⅜╢⁹↓╣╠─ │⁸

⌐╦√∫≡ ≢ ™ ╩ ↕╣╢ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

↓╣╠─ ─ ─ ⅎ │⁸ ∆╢ ─ ─ ⁸ ╛●▬♪ꜝ

▬fi─ ⌂≥⅛╠ ⇔⁸ ⌐ ─ ⌐╟∫≡⁸ ╩ ∆╢↓≤⅜ ╕⇔™

≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

─ ≤⇔≡│⁸ 2- 2- 1⌐ ∆ⱨ꜡כ⅜ ⅎ╠╣╢⁹√∞⇔⁸ ╛

⁸●▬♪ꜝ▬fi ╩ ∆╢ ≢№∫≡╙⁸ ≢│⁸◖fi◘ꜟ♃fi♩─ ╛

⅜ ⌂ ⅜№╡⁸∕─╟℮⌂ ⌐≈™≡│ ≢│⌂ↄ⁸ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ╛

╩ ∆╢ ⅜⁸╟╡ ─ ™ ⅜ ≢⅝╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-1 発注方式の選定手順（案） 

 
─  

 
fi▬ꜝ♪▬●ה ─  

 
 

ₒ ₓ 

(1) ה  

(2) ↔╖ ה ה☻●  

ₒ ₓ 

(3)  

(4)  

 β ╛●▬♪ꜝ▬fi⅜№╢ ⌐⅔™≡

╙ ─ ╛ ⌐╟∫≡│⁸

≢ ╩ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

ₒⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ₓ 

╕√│ 

ₒ ₓ 

(5)  

(6) ⸗♬♃ꜞfi◓  

(7)  

(8) ▪☿☻ⱷfi♩  

(9) ▪☿☻ⱷfi♩  

(10)  

(11) ה  

(12)  

 

 

 

 

 

 

ₒⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ₓ 

(13)  

(14)  

(15)  

(16) ◦☻♥ⱶ  

(17)  

(18)  

(19) ▪♪Ᵽ▬◙ꜞכ 

(20) ▪♪Ᵽ▬◙ꜞכ 

(21)  
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2.3 推奨される発注方式 

◖fi◘ꜟ♃fi♩─ ╩ ⅝ↄ 21 ⌐ ⇔⁸₈2.2 ─ ⅎ ₉

≢ ⇔√ ⌐ ∫≡ ⇔√ ⁸ ↕╣╢ │⁸ 2- 3- 1⌐ ∆≤⅔╡≢№╢⁹ 

ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ⅜ ╕⇔™ │⁸ ⁸ ─ 9 ⁸ⱪ꜡ⱳכ

◙ꜟ ╕√│ ─≥∟╠⅛⅜ ╕⇔™ │⁸ ⁸ ≤

⌐ ╢ 8 ⁸ ⅜ ╕⇔™ │⁸ ⌐№╢ 2 ⁸ ⅜

╕⇔™ │⁸ ─ 2 ─ ≤⌂╢⁹ 

─ ─ │⁸◖fi◘ꜟ♃fi♩⌐ ╩ ╘╢⅛⁸ ╛

╩ⱴכ♥ ╘╢↓≤⌐╟╡⁸╟╡ ─ ™ ⅜ ≢⅝╢⁹ 

╕√⁸ ─ ╩ ∆╢⌐№√∫≡│⁸ ╛ ╩ ⅝ ─ ≢

⅜⌂™ ≤⌂∫≡™╢↓≤⅛╠⁸◖fi◘ꜟ♃fi♩⅛╠ ╩ ⇔≡⁸ ⌂ ╩

∆╢ ⅜№╢⁹ 

─ ─ │⁸ 2- 3- 1⌐ ∆≤⅔╡≢№╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-1 廃棄物コンサルタント業務の標準発注方式の提案 

 

 

 

 

 

 

ה  

 
 

ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ  

(9) ▪☿☻ⱷfi♩  

(1) ה  

(4)  

(2) ↔╖ ה ה☻●  

(13)  

(3)  

(12)  

(17)  

(14)  

(7)  

(10)  

(11) ה  

(5)  

(6) ⸗♬♃ꜞfi◓ 

 

(19)PFI  

(20)PFI ▪♪Ᵽ▬◙ꜞכ 

(18)  

(16) ◦☻♥ⱶ  

(15)

 

(21)  
(8) ▪☿☻ⱷfi♩  
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表 2-3-1 コンサルタント業務の種類別選定結果（1/4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高 中 低 高 中 低

1.環境アセスメント
　（現況調査）
　(生活環境調査含む）

○ ○

・環境アセスメントの現地調査は、対象とする施設及び調査
対象地域毎に調査手法等を検討する必要があるが、指針
等に沿って行うことが可能である。
・環境アセスメントの現況調査ついては、指針やガイドライ
ン等があるが、個別案件については、実施方針や特定テー
マを求めることにより、より品質の高い業務の成果が期待
できる。
・業務の予定価格を算定するに当って、分析等の調査自体
には標準的な歩掛があるが、調査場所や頻度等を勘案し
て予定価格を算定する必要があるため、コンサルタントの見
積を活用する必要がある。

・廃棄物処理施設生活環境影響調
査指針
・分析等の調査費は、市場単価あり

2.環境アセスメント
　（影響予測）
　(生活環境調査含む）

○ ○

・環境アセスメントの影響予測は、対象とする施設及び調査
対象地域毎に影響予測をする必要があるが、指針等に沿っ
て行うことも可能である。
・環境アセスメントの予測評価は、指針やガイドライン等が
あるが、個別案件については、実施方針や容化テーマを求
めることにより、より品質の高い業務成果が期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を活用する必要がある。

・廃棄物処理施設生活環境影響調
査指針
・戦略的環境アセスメント導入ガイド
ライン（環政評第07405002号）
・都道府県の戦略的アセスメント制
度による指針等
・歩掛はない

3.調査
（地質、測量、環境）

○ ○
・調査手法は、JIS等により詳細に定められているため、一
定の資格・成績等を付することにより品質が確保される。
・また、標準的な歩掛があり、市場単価も公表されている。

・調査方法は、ＪＩＳや国土交通省公
共測量作業規程等
・設計業務等標準積算基準（地質調
査、測量）
・環境項目の分析費は市場単価あり

4.施設精密機能検査 ○ ○

・施設精密機能検査は、多種多様な機器で構成された特
殊な施設であり、技術的に高度で専門的知識が求められ
る。
・環境省から検査要領等が示されているので仕様は確定
可能であるが、コンサルタントに実施方針や評価テーマを
求めることにより、より品質の高い業務成果が期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・一般廃棄物処理事業に対する指導
に伴う留意事項について（環整95
号）一般廃棄物処理施設精密機能
検査要領
・歩掛はなし

5.分析
（ごみ組成、排ガス、排水
等）

○ ○
・分析方法は、JIS等により詳細に決められているため、一
定の資格・成績等を付することにより品質が確保される。
・分析項目の中には、市場単価がある。

・調査方法はＪＩＳ等
・ごみ組成調査は、一般廃棄物処理
事業に対する指導に伴う留意事項に
ついて（環整95号）ごみ質の分析方
法
・分析費は市場単価等

6.一般廃棄物処理基本計
画

○ ○

・一般廃棄物処理基本計画は、市町村の一般廃棄物処理
に係る上位の計画であり、一般廃棄物の排出から収集・運
搬・処理・処分に至る一連の内容を検討することから高度な
専門的知識が求められる。
・環境省から策定指針が示されているが、地域の特性を反
映した計画策定が求められるため、個別案件については、
コンサルタントから提出された技術提案に基づいて仕様を
作成することが最も優れた成果を期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・ごみ処理基本計画策定指針
・廃棄物の処理及び清掃に関する法
律第6条第1項の規定に基づく生活
排水処理基本計画の策定に当って
の指針について
・歩掛はなし

7.循環型社会形成推進地
域計画

○ ○

・一般廃棄物処理基本計画と同等の知識を求められるが、
一般廃棄物処理基本計画に沿って策定することも可能であ
る。
・環境省から作成マニュアルが示されているが、地域の特
性を反映した計画策定が求められるため、個別案件につい
ては、コンサルタントに実施方針や評価テーマを求めること
により、より品質の高い業務成果が期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・循環型社会形成推進地域計画作
成マニュアル
・歩掛はなし

業務種類

難易度

設定根拠
・手引き、ガイドライン等の有無
・歩掛、市場価格の有無知識

構想力・

応用力
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表 2-3-1 コンサルタント業務の種類別選定結果（2/4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高 中 低 高 中 低

8.廃棄物処理施設長寿命
化計画

○ ○

・廃棄物処理施設は、多種多様な機器で構成されており、
各機器の診断手法や管理基準等を定めるためには、技術
的に高度な専門的知識が求められる。
・環境省から手引きが示されているが、その内容は主要機
器に関する診断手法や管理基準等の考え方を述べてい
る。したがって、個別案件については、コンサルタントに実
施方針や評価テーマを求めることにより、より品質の高い業
務成果が期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・廃棄物処理施設長寿命化計画作
成の手引き
・歩掛はなし

9.適地選定業務 ○ ○

・適地選定業務は、設置する施設の技術的検討や設置す
る地域特性等を把握し、最適な候補地を選定する必要があ
る。したがって、技術的に高度な専門的知識が求められ
る。
・計画設計要領に位置選定に係る一般的な事項が示され
ているが、個別案件については、構想力と応用力が求めら
れることから、コンサルタントから提出された技術提案に基
づいて仕様を作成することが最も優れた成果を期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・戦略的環境アセスメント導入ガイド
ライン（環政評第07405002号）
・都道府県の戦略的アセスメント制
度による指針等
・ごみ処理施設整備の計画設計要
領
・汚泥再生処理センター等施設整備
の計画設計要領
・廃棄物最終処分場整備の計画設
計管理要領
・歩掛はなし

10.廃棄物処理施設基本
構想

○ ○

・廃棄物処理施設基本構想は、市町村の一般廃棄物処理
施設整備の中長期的なビジョンの策定であり、多岐にわた
る技術的検討を行なう必要があるため、技術的に高度な専
門的知識が求められる。
・基本構想策定に当っては、コンサルタントから提出された
技術提案に基づいて仕様を作成することが最も優れた成果
を期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・手引き等はなし
・歩掛はなし

11.廃棄物処理施設基本
計画（設計）

○ ○

・廃棄物処理施設は、多種多様な機器で構成されていると
ともに特殊な構造（性能）を有する施設であり、施設の性
能・安定性・安全性等の多岐にわたる技術的な検討を行な
うことから、技術的に高度な専門的知識が求められる。
・熱回収施設（焼却施設）等の中間処理施設に関しては、
発注仕様書の手引きが示されているが、標準的な内容と
なっており、個別案件については、構想力と応用力が求め
られる。したがって、コンサルタントから提出された技術提
案に基づいて仕様を作成することが最も優れた成果を期待
できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・廃棄物処理施設の発注仕様書作
成の手引き（標準発注仕様書及びそ
の解説）
・ごみ処理施設整備の計画設計要
領
・汚泥再生処理センター等施設整備
の計画設計要領
・廃棄物最終処分場整備の計画設
計管理要領
・歩掛はなし

12.廃棄物処理施設実施
設計

○ ○

・廃棄物処理施設は、多種多様な機器で構成されていると
ともに特殊な構造（性能）を有する施設である。それらの性
能、安定性、安全性等を考慮した設計を行なうことから、技
術的に専門的知識が求められる。
・廃棄物処理施設の設計に際しては、各種設計基準等（建
築基準等）が定められているが、廃棄物処理施設の特殊性
や地域特性を考慮した設計が必要となる。したがって、個
別案件については、実施方針や評価テーマを求めることに
より、より品質が高い成果が期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って、建築設計等の一部
の積算基準があるものの廃棄物処理施設の標準的な歩掛
がないためコンサルタントの見積を活用する必要がある。

・建築、土木楮物、建築設備等の設
計基準
・ごみ処理施設整備の計画設計要
領
・汚泥再生処理センター等施設整備
の計画設計要領
・廃棄物最終処分場整備の計画設
計管理要領
・建築、土木、建築設備等の歩掛あ
り

業務種類

難易度

設定根拠
・手引き、ガイドライン等の有無
・歩掛、市場価格の有無知識

構想力・

応用力
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表 2-3-1 コンサルタント業務の種類別選定結果（3/4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高 中 低 高 中 低

13.廃棄物処理施設施工
監理

○ ○

・廃棄物処理施設は、多種多様な設備（機器）で構成され
ており、単体機器並びに施設全体の性能、品質、安全性、
工程、コストの監理を求められることから技術的に高度な専
門的知識が求められる。
・施工監理指針もあり、業務の仕様は確定可能であるが、
廃棄物処理施設の場合は、施設の特殊性から、コンサルタ
ントに実施方針や評価テーマを求めることにより、より品質
の高い業務成果が期待できる。
・建築工事等は積算基準もあるが、施設の特殊性から個別
案件の予定価格を算定するに当っては、コンサルタントの
見積を活用する必要がある。

・施工監理指針（建築・機械・電気
等）
・建築工事、国土交通省（工事監督
支援）の歩掛あり

14.事業手法検討 ○ ○

・廃棄物処理施設の事業手法は、より効率的、経済的手法
が求められ、事業化手法の検討に当っては、施設の特徴、
安全性、地域の特性等を踏まえた技術的に高度な専門的
知識が求められる。したがって、コンサルタントから提出さ
れた技術提案に基づいて仕様を作成することが最も優れた
成果を期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・手引き等はなし
・歩掛はなし

15.PFI導入可能性調査○ ○

・PFI導入可能性調査は、廃棄物処理施設の技術的内容、
コスト、リスク等を検討し事業手法を決定することから技術
的に高度な専門的知識が求められる。
・ガイドライン等があるが、施設の特殊性等から個別案件に
ついては、コンサルタントから提出された技術提案書にもと
づいて仕様を作成することが最も優れた成果を期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・PFI事業実施プロセスに関するガイ
ドライン（内閣府）
・PFI事業リスク分担等に関するガイ
ドライン（内閣府）
・ＶＦＭに関する関するガイドライン
（内閣府）
・歩掛はなし

16.PFI事業アドバイザリー○ ○

・PFI事業アドバイザりーは、廃棄物処理施設の技術的内
容、コスト、リスク、法的内容等、多岐にわたる項目を検討
する必要があることから、技術的に高度な専門的知識が求
められる。
・ガイドライン等が示されているが、施設の特殊性等から個
別案件については、コンサルタントから提出された技術提
案書にもとづいて仕様を作成することが最も優れた成果を
期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・契約に関するガイドライン　PFI事業
契約における留意事項について（内
閣府）
・モニタリングに関するガイドライン
（内閣府）
・歩掛はなし

17.長期包括運営支援 ○ ○

・長期包括運営支援は、廃棄物処理施設の長期運営方法
や運転、運営体制等の検討及び業者の選定等であるが、
施設の特徴、処理対象物の性状、リスク分担、法律等の
様々な検討が必要であることから高度な専門的知識が求
められる。したがって、コンサルタントから提出された技術提
案に基づいて仕様を作成することが最も優れた成果を期待
できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・手引書等はなし
・歩掛はなし

18.解体撤去設計・施工監
理

○ ○

・廃棄物処理施設の解体撤去の設計・施工監理は、一般
建築構造物と異なり特殊な構造であるとともに、ダイオキシ
ン類等の有害物質に対する安全対策等の検討も必要とな
ることから、技術的に高度な専門的知識が求められる。
・厚生労働省から、ダイオキシン類ばく露対策や石綿飛散
防止マニュアルが示されており、業務の仕様は確定可能で
あるが、個別案件については、コンサルタントに実施方針や
評価テーマを求めることにより、より品質の高い業務成果が
期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・廃棄物焼却施設内作業におけるダ
イオキシン類ばく露防止対策要綱
（厚生労働省通知基発401号の2）
・廃棄物処理施設解体時等の石綿
飛散防止マニュアルについて（環廃
対第060609003号）、「廃棄物焼却
施設解体作業マニュアル」（社）日本
保安用品協会
・歩掛はなし

業務種類

難易度

設定根拠
・手引き、ガイドライン等の有無
・歩掛、市場価格の有無知識

構想力・

応用力
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表 2-3-1 コンサルタント業務の種類別選定結果（4/4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高 中 低 高 中 低

19.運営モニタリング
（維持費用妥当性評価）

○ ○

・運営モニタリングは、要求水準書やモニタリング計画に
よって行うこととなるが、評価を行う際には専門的な知識が
要求される。
・モニタリングに関するガイドラインがあり、業務の仕様は確
定可能であるが、施設の特殊性からコンサルタントに実施
方針や評価テーマを求めることにより、より品質の高い業務
成果が期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・モニタリングに関するガイドライン
（内閣府）
・歩掛はなし

20.処理システム比較検討○ ○

・廃棄物処理システムは、複数の施設（技術）を組合せた
検討が必要であり、地域特性も反映する必要がある。した
がって、技術的に高度な専門的知識が求められるため、コ
ンサルタントから提出された技術提案に基づいて仕様を作
成することが最も優れた成果を期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・手引き等はなし
・歩掛はなし

21.災害廃棄物処理計画○ ○

・災害廃棄物処理計画は、想定する災害の規模、廃棄物
の発生量等を検討し、地域特性に応じた検討が必要であ
る。したがって、技術的に高度な専門的知識が求められ
る。
・震災廃棄物対策指針等が示されているが、地域に応じた
検討が必要となることから、コンサルタントから提出された
技術提案によって最も優れた効果が期待できる。
・業務の予定価格を算定するに当って標準的な歩掛がない
ためコンサルタントの見積を過半に活用する必要がある。

・震災廃棄物対策指針（H10.10厚生
省）
・水害廃棄物対策指針（H17.6 環境
省）
・東日本大震災関連
・積算基準なし

業務種類

難易度

設定根拠
・手引き、ガイドライン等の有無
・歩掛、市場価格の有無知識

構想力・
応用力
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3. プロポーザル方式及び総合評価落札方式の実施手順 

3.1 発注手続きの実態調査 

ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ №╢™│ ⌐╟╡ ↕╣√ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ ─

⅝─ ╩ ∆╢√╘⁸ 16 ⅛╠ 24 ╕≢⌐ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ┘

⌐╟╡ ↕╣√ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ 81 ╩ ⇔ ⇔√⁹ 

1) 公示から契約締結までの日数設定 

 ⅛╠ ╕≢─ ─ ╩ ⇔≡ 3-1-1 ⌂╠┘⌐ 3-1-1 ⌐ ⇔

≡™╢⁹↓╣╠⌐╟╢≤⁸ ⅝ ─ │ 42 23 70 ≢№╡⁸ ⁸ ⁸

⌐ ⅝⌂ │ ╘╠╣⌂™⁹ 

 ╕√⁸( ) ≤ ( ) ≤╩ ∆╢≤⁸ ⅝─ ∞↑⁸ ( ) ─

⅜ ™ ⅝ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

 

表 3-1-1 各段階別日数の集計 

 参加表明 
質問書 

提出 

関係書類

提出 
ヒアリング 

審査結果

通知 

サンプル件数 44 53 64 49 28 

実
施
期
間 

最大 21 43 69 90 70 

最少 3 2 8 9 23 

平均 12 12 25 33 42 

最頻値 6～10 6～10 16～20 26～30 41～45 

中間値 10 8 21 25 42 

      │⁸ ╩ ≤⇔√⁹ 

 

 

図 3-1-1 各段階別日数の分布 
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2) 参加要件 

 ≤⇔≡│⁸ ─◖fi◘ꜟ♃fi♩ ⁸ ⁸

─ ─ ⌐ ⇔⌂™↓≤╛ ─ ╩ ↑≡™⌂™↓≤⁸ ┘

─ ╩ ↑≡™⌂™↓≤│ ≤⌂╢⁹ 

∕─╒⅛ ≢─ ⁸ ─ ⁸ ∆╢ ─ ┘ ∟ ─

⅜ →╠╣╢⅜⁸ ─ ╩ ≤⇔≡™╢ ⅜ ╙ ↄ⁸ ™≢ ─

≤⌂∫≡⅔╡⁸ ≢─ ╛ ∟ ─ ╩ ≤⇔≡™╢ │ ≢№╢⁹ 

 

 ─  

参加要件 地域 同種・類似 資格 手持ち 

件数 5 32 18 3 

 

 ∕─ ⁸ ─ ⅜⌂™╙─⁸ ╛∕─ ─ ⌐ ↑╩ ╘≡™⌂™╙

─⁸ISO ╛ ISO ─ ⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ≤⇔≡

™╢ ⅜╖╠╣√⁹ 

 

3) 技術者資格 

 ≢│⁸ ≤⇔≡™╢╒≤╪≥⅜ ─ ה

ה ╩ ╘≡⅔╡⁸ ⁸RCCM ╛

Γ ─ ╩ ∆╢ Δ╩ ╘≡™╢ ╙ ╠╣√⁹∕─ ≢│

─ ⁸ ≢│ ╛ ≤™∫√ ⌐ ∂√

╩ ╘╢ ⅜ ╠╣√⁹ 

 

ה (4  

ה  ≢│⁸ ≤⇔≡ ↑≤⇔≡─ ╩ ╘≡⅔╡⁸ ⌐ ╩

─╙─⌐ ⇔√╡⁸ ─ ⅜ ⌂ ⅜ ╠╣√⁹ 

 

5) ∟  

 ⇔√ ≢│↔ↄ ≢№∫√⅜⁸ ∟ ╩ ⇔≡™╢ ⅜╖╠╣√⁹ 

 ∕─╒⅛⁸ ╩ ≤⇔≡™╢ ⅜╖╠╣√⁹ 

 

6)  

 ≤⇔≡│⁸ ⌐ ⅜№╢↓≤╩ ≤⇔≡™╢ ≤⁸ ─

╩ ≤⇔≡™╢ ⅜ ╠╣√⁹ 

 ╕√ ≤│ ⌐⁸ ─ ╩ ⇔≡™╢ ≢│⁸ ─ ⌐

─ ╩ ⌐ ╩ ⇔≡™╢ ╙№╢≤ ↕╣╢⁹ 

 

7)  

 │⁸ ╩ ∆╢╙─≤⁸ ╩ ∆╢╙─⌐ ≢⅝╢⁹ 

 ╕√⁸ ⌐№√∫≡│⁸ ─ ╛ ─ ⁸ ⁸ ⅛

╠∕─ ╩ ∆╢╙─≤⁸ ╛ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi⌐╟╡ ⌐ ∆╢ ⁸

─ ≤ ╩ ∆╢╙─⌐ ↑╠╣╢⁹↓╣╠ ⌐ ╘╠╣╢◖fi♥fi♠╩

3-1-2⌐ ⇔≡™╢⁹ 



 

-32- 

表 3-1-2  提出書類に求められているコンテンツ 

    

╩ ה ─╙╢∆ ה  

ה  

ה  

ה ─  

ה  

ה  

ה  

ה  

ה ─  

╩╙

≤⌐ ╩

℮╙─ 

┘ ╩

∆╢╙─ 

ה   

ה  

ה   

ה  

⌐ ∆╢ ⁸ ─ ≤

╩ ∆╢╙─ 

ה ⌐ ∆╢  

ה ─  

ה  

ה ─  

ה  

╩ ה ─╙╢∆  

β ─ │  

 

 ╕√ ─ ⌐≈™≡│⁸ ⇔≡™╢╙─≢│ 5 20 ≢№╢⅜⁸ ╩

⇔≡™⌂™ ╙ ↄ ╠╣√⁹ 

 

8) 参考見積（総合評価の場合は入札） 

 ⌐≈™≡│⁸ ╛ ╩ ⇔≡™╢ ⅜╒≤╪≥≢⁸ ╩ ⇔≡™

╢ ╙ ╠╣√⁹ 

∕─ ⁸ ─ ╩ ⇔≡™╢ ⅜№∫√⁹ 
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3.2 プロポーザル方式の標準的実施手順 

 ⅝─ ╩ ╕ⅎ⁸ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ─ ⌂ ╩ ∆╢⁹ ⌂

─ ⌐№√∫≡│⁸ ⇔√ ─●▬♪ꜝ▬fi⌐ ↕╣≡™╢ ╩ ⌐⁸

◖fi◘ꜟ♃fi♩ ─ ⁸ ⌐⅔↑╢ⱴfiⱤ꞉כ─ ╩ ╕ⅎ≡⁸ ∆

╢⌂≥─ ⅜ ≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

 

10

10
～

20 7

15

10

15 15

7

15 15

10

日
程
度

・業務の概要
・参加表明書及び技術提案書の作成・提出方法
・技術提案書提出者の選定基準、評価基準等

質問／回答

日
程
度

5
日

5
日

・管理技術者の経験及び能力
・業務の実施体制
・選定基準に基づき３～５者程度を選定

・非選定者には理由を付して通知

・非特定者には理由を付して通知

・予定価格の範囲内で契約の交渉

・標準プロポーザルの場合
・２者以下の場合は追加要請

日
以
内

非 特 定 理 由 の 説 明 要 求
日
程
度

日
程
度

公
　
募
　
型

標
　
　
　
準

日
以
内

日
以
内

日
以
内

理由の説明要求に係る回答

日
程
度

日
程
度

日
程
度

契 約 の 締 結

非 選 定 理 由 の 説 明 要 求

理由の説明要求に係る回答

受注意思確認
質問／回答

技 術 提 案 書 の 提 出 期 限

ヒ ア リ ン グ の 実 施

技 術 提 案 書 の 評 価
（コンサ ルタント選定 委員 会）

技 術 提 案 書 の 評 価 決 定
（入札・契約手続運営委員会）

技 術 提 案 書 の 特 定 ・通 知

手 続 き 開 始 の 公 示
【説 明 書 の 交 付 開 始 ）

参 加 資 格 条 件 の 審 査
（コンサ ルタント選定 委員 会）

参 加 表 明 書 の 提 出 期 限

技 術 提 案 書 提 出 者 の 選 定
（コンサ ルタント選定 委員 会）

選定通知／提案書要請書の送付

 

 

図 3-2-1 プロポーザル方式の実施手順 
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3.3 総合評価落札方式の標準的実施手順 

 ⅝─ ╩ ╕ⅎ⁸ ─ ⌂ ╩ ∆╢⁹ ⌂

─ ⌐№√∫≡│⁸ ⇔√ ─●▬♪ꜝ▬fi⌐ ↕╣≡™╢ ╩ ⌐⁸

◖fi◘ꜟ♃fi♩ ─ ⁸ ⌐⅔↑╢ⱴfiⱤ꞉כ─ ╩ ╕ⅎ≡ ∆╢

⌂≥─ ⅜ ≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

 ╕√⁸ №╢™│ ─ ⌐╟╡⁸ ⌂ ╩ ∆╢↓

≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

10

10
～

20 7

15

10

15 15

15 15

契 約 の 締 結

日
程
度

日
程
度

技 術 提 案 書 の 評 価
（コンサ ルタント選定 委員 会）日

程
度

日
程
度

入 札 及 び 開 札

・標準プロポーザルの場合
・２者以下の場合は追加要請

日
以
内

技 術 提 案 書 の 提 出 期 限 理由の説明要求に係る回答
5
日

5
日

ヒ ア リ ン グ の 実 施

参 表 明 書 の 提 出 期 限

技 術 提 案 書 提 出 者 の 選 定
（コンサ ルタント選定 委員 会）

・管理技術者の経験及び能力
・業務の実施体制
・選定基準に基づき３～５者程度を選定

指 名 通 知

日
程
度

日
以
内

・非指名者には理由を付して通知

日
程
度

質問／回答 非 指 名 理 由 の 説 明 要 求

公
　
募
　
型

標
　
　
　
準

参 加 資 格 条 件 の 審 査
（コンサ ルタント選定 委員 会）

手 続 き 開 始 の 公 示
【説 明 書 の 交 付 開 始 ）

・業務の概要
・参加表明書及び技術提案書の作成・提出方法
・技術提案書提出者の選定基準、評価基準等日

程
度 質問／回答

 

 

図 3-2-2 総合評価方式の実施手順 
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4. 審査及び評価方法の提案 

₈ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ ⌐⅔↑╢ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ┘ ─ ●▬♪ꜝ

▬fi 23 6  ₉ ⁸₈ ●▬♪ꜝ▬fi₉≤™℮⁹ ╩ ⌐⁸

◖fi◘ꜟ♃fi♩ ─ ┘ ─ ─ ╩ ╕ⅎ⁸ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ⌂╠┘

⌐ ⌐⅔↑╢ ה ─ ⌂ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 

4.1 基本的考え方の整理 

1) 配点の基本的考え方 

╛ ─₈ ה ₉╩ ∆╢⁹⇔⅛⇔⁸ ╩

∆╢⌂≥ ─ ╛ ─ ╩ ⇔⌂™╟℮ ∆╢⁹ 

ה ─ ╟╡╙ ─ ╩ ∆╢⁹ 

ה ⁸ ⌐ⱴכ♥ ∆╢ ╩ ⌐ ∆╢ ─ 50  

 

2) 選定・指名段階における配点の考え方 

ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ┘ ─ ה ⌐⅔↑╢ ─₈

ה ₉₈ ∟ ₉ ┘ ─₈ ה ₉₈ ∟ ₉⌐ ∆╢ ►▼

▬♩│⁸ ─ ─ ╡≤∆╢⁹ 

⌂⅔⁸ ►▼▬♩│ ●▬♪ꜝ▬fi╩ ⌐⁸ ─

╩ ≤⇔≡⁸ 4-1-1─╟℮⌐ ⇔√⁹ 

 

表 4-1-1 選定・指名段階における配点ウェイト（プロポーザル方式・総合評価落札方式共通） 

 
  

ה    ∟  

►▼▬♩ 

35  

Ỏ15  

15  

 

Ỏ5  

35  

+15  

15  

 

+5  

1 ( ) │ ⌂ ►▼▬♩⌐ ⇔ ↕∑≡ ™ ╩ ∆⁹ 

2 ќ│⁸ ─ ≢ ↕∑≡ ™►▼▬♩─ ╩ ∆⁹ 

3 ─₈ ה ₉⌐│ CPD ╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 
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3) 特定・入札段階における配点の考え方 

ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ─ ⌐⅔↑╢ⱥ▪ꜞfi◓─₈ ╖ ₉₈◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi ₉

┘₈ ₉₈ ⌐ⱴכ♥ ∆╢ ₉⌐ ∆╢ ►▼▬♩│⁸ 4-1-2─ ╡≤∆╢⁹ 

 

表 4-1-2 プロポーザル方式の特定段階における配点ウェイト 

1 ( ) │ ⌂ ►▼▬♩⌐ ⇔ ↕∑≡ ™ ╩ ∆⁹ 

2 ќ│⁸ ─ ≢ ↕∑≡ ™►▼▬♩─ ╩ ∆⁹ 

 

4) 設計共同体に対する審査・評価 

⌐╟╢ ╩ ↑√ ⌐│⁸ ╩ ⇔≡ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╢

╩ ⌐ ≢⅝╢╟℮ ∆╢ ⅜№╢⁹╕√⁸ ⌐ ∆╢ⱥ▪ꜞfi◓╩ ∆

╢⌐ √∫≡│ ⌐ ∂⁸ ⌐ ⅎ⁸ ─ ≤⌂∫≡™╢ ─

─ ╙№╦∑≡ⱥ▪ꜞfi◓╩ ℮↓≤⅜ ╕⇔™⁹ 

 

5) 選定・指名者数の基本的な考え方 

ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ⌐⅔↑╢ ─ ─ ⌐≈™≡│⁸ ╩

≤∆╢⁹√∞⇔⁸ ─ ≤⌂╢ ─ ≢ ─ ⅜ ∆╢ ─ ⌐

│ ╩ ⅎ≡ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

⌐⅔↑╢ ─ ─ ⌐≈™≡│⁸ ╩

≤∆╢⁹⌂⅔⁸ ─ ≤⌂╢ ─ ≢ ─ ⅜ ∆╢ ─ ⌐│

╩ ⅎ≡ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

╖  ◖Ⱶꜙ♬◔כ

◦ꜛfi  

 

 

 ⱴכ♥

⌐ ∆╢ 

 

►▼▬♩ 
10  

Ỏ5  

15  

+5  

25  

Ỏ12.5  

50  

+12.5  
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4.2 プロポーザル方式における具体的な審査・評価について 

1) 説明書 

  ⅝ ─ ╩ ℮ ⌐ ∆╢ ⌐⅔™≡ ∆╢═⅝ ╩ ⌐ ∆⁹╕√⁸

┘ ⌐≈™≡₡ ₢ ┘₡ ₢⌐ ∆⁹ 

 ─  

( )  ─  

( )  ─  

( )  ─ ╦∑ 

( )  √╢  

( )   

( )   

( )   

( )   

( )  ∕─  

 ─ ⌐ ↕╣╢  

( )  ─  

( )   

 ─ ╩ ∆╢√╘─  

( )  ─ ⁸ ⁸ ►▼▬♩ 

 ─  

( )   

( )   

( )  ⁸ ┘  

( ה  (  

( )   

 ╩ ∆╢√╘─  

( )  ─ ⁸ ⁸ ►▼▬♩ 

 ─  

( )   

( )   

( )  ⁸ ┘  

( )  ─  

( )  ⱥ▪ꜞfi◓ 

( ה  (  

 ─ ⌐≈™≡─ ─ ↑ ┘  

  

 ⇔ ≡⌐ ∆╢  

 ∕─ ─  
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２) 選定段階での技術評価 

┘ ╩ ⌐⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ╩ ℮⁹

─ ⁸ ╩ √⇔≡™⌂™ │⁸ ┘ ╩ ╦⌂™⁹ 

╕√⁸ ╩ √⇔≡™╢ ⅜ ╩ ⅎ╢ ⌐⅔↑╢ ─ ⌐

≈™≡╙⁸ ≤⇔≡ ┘ ─ ╩ ╦⌂™↓≤≤∆╢⁹√∞⇔⁸ ─

≤⌂╢ ─ ≢ ─ ⅜ ∆╢ ─ ⌐│ ╩ ⅎ≡ ∆

╢╙─≤∆╢⁹ 

 

表 4-2-1 プロポーザル方式の選定段階における評価基準及び評価ウェイトの設定例 

ₒᵑ ─ ₓ 

▪ ≤⇔≡ ∆╢  

 

 

─   

   

─

┘

 

ה

 

 

 

 

 

─ ◖fi◘ꜟ

♃fi♩  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ─ ╡⁸ ⁸

⁸ ⌐ ≠ↄ │ ≤

╘╠╣╢ ⁹ 

ᵒᵑ  

ₒ ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹⌂

⅔⁸ ⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡

│ ≤⇔⁸ │ ⇔⌂™⁹x  

 

35  

25  

 

 35  

 

─

 

ủ ─ │

─ ─ ₒ

10 ╩ ≤∆╢⁹ ╩

∆╢ │∕─ ╩

∆╢⁹x  

ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ

╕≢⌐ ⇔√ │ ╩

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ─ │ ⌐ủủ⌐ ∆╢

⅜№╢⁹ 

ᵒ ─ ⅜№╢⁹ 

ᵓᵑᵒ │ ⇔⌂™⁹ 

ₒ 1 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹ 

│⁸ ⁸ ⁸ ─

⌐≈™≡ ≤∆╢↓≤⁹⌂⅔⁸ ⁸

─ ⌐≈™≡╙⁸ ≤ ─╙

─⌐≈™≡│ ∆╢  

21 8 ⌐ ה ─₉

⌐≈™≡ ∆⁹x  

 

 15  

10  

 

  15  

 

 

  50  

35   

  50  
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▬ ⌐ ∂≡ ∆╢  

 

 

─   

   

─

┘

 

ה

 

 

 

─  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ─ ủ ₒủ

│ ⌐ ∂≡ ∆╢╙─≤∆╢⁹x 

ᵒ  

─

┘

─

 

⌐

∆
╢ 

 

  ─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ⅜ủ ₒủ │ 25 ╩ ≤

⇔⁸ ─ ⌐ ∂≡ ∆╢╙─≤∆

╢⁹x  

ᵒ ᵑᵓ⌐ ⇔⌂™⁹ 

ᵓ ⅜ỏ ₒỏ │ 10 ╩ ≤

⇔⁸ ⌐ ∂≡ ∆╢╙─≤∆╢⁹x 

 

 

 

 

─   

   

─

┘

 

ה

 

 

 ─

 

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ủ ─ ⌐

ₒủ │ 5,000 ╩ ≤⇔⁸ ⌐

∂≡ ∆╢╙─≤∆╢⁹x  

ᵒ ᵑᵓ⌐ ⇔⌂™ 

ᵓ ⌐  

─

┘

─

⌐

∆
╢ 

 ─ ─  ─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ủủ ⌐ ⅛╠─

⇔ 

ᵒ  

ₒủ │ 1 ╩ ≤⇔⁸ ⌐ ∂≡

∆╢╙─≤∆╢⁹x  
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ₒᵒ ─ ₓ 

▪ ≤⇔≡ ∆╢  

 

 

─   

   

─

┘

 

ה

 

 

 

 

 

⁸∕─

─  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ─ᵑ⌐ →╢ ╩ ∆╢⁹ 

ᵒ ─ᵒ⌐ →╢ ╩ ∆╢⁹ 

ₒ ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹

⌂⅔⁸ ⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡│

≤⇔⁸ │ ⇔⌂™⁹x  

 

 

 

 

 

 

  15  

15  

  

20  

 

 

ủ ─

│ ─

─ ₒ 10 ╩

≤∆╢⁹ ╩

∆╢ │∕─

╩ ∆╢⁹x  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ

╕≢⌐ ⇔√ ─ ⁸

⌐ủủủủ⌐ ∆╢ ⁸ │ ⌐

╩ⱴⱠ☺ⱷfi♩⇔√ ⅜№╢⁹ 

ᵒ ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ

╕≢⌐ ⇔√ ─ ⁸ │

⌐ ╩ⱴⱠ☺ⱷfi♩⇔√

⅜№╢⁹ 

ᵓ ᵑᵒ │ ⇔⌂™⁹ 

ₒ 1 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹ 

│ ⁸ ⁸ ─

⌐≈™≡ ≤∆╢↓≤⁹⌂⅔⁸ ⁸

─ ⌐≈™≡╙⁸ ≤ ─

╙─⌐≈™≡│ ∆╢  

2 №╢™│ │

╘─⌂™ │↓╣⌐ ∏╢ ≤⇔≡

⇔√ ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ≤

∆╢⁹ 

3 ₡ 8₢⌐ ה ─

⌐≈™≡ ∆⁹ 
 ∟

 

∟

 

∟ ┘

 

─╙

─╩ ╗⁹  

─ ⌐ ∆╢ │ ⇔⌂™⁹ 

ה ∟ ─ ⅜ủ ⁸ │  

 ∟ ─ ⅜ủ  

∟ ≤│⁸ │

≤⌂∫≡™╢ 500 ─ ─ ╩

∆⁹  

₈oủ ₉│ 4 ⁸₈ủ ₉│

10 ╩ ≤⇔⁸ ⌐ ∂≡

∆╢↓≤⁹x                    

  

 35  

35  

 

  45  

 

 

  50  

50   

  

65  
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▬ ⌐ ∂≡ ∆╢  

 

 

─   

   

─

┘

 

ה

 

 

 ủ ─

ה ⁸

≢─ ─

ₒ 10 ╩ ≤

∆╢⁹ ╩ ∆╢

│∕─ ╩ ∆

╢⁹x  

ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ

╕≢⌐ ⇔√ ה ≢─

─ ⌐≈™≡ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ה ⌐⅔↑

╢ №╡⁹ 

ᵒ ה ≢─

№╡⁹ 

ₒ 1 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹ 

│ ⁸ ⁸ ─

⌐≈™≡ ≤∆╢↓≤⁹ ⌂⅔⁸ ⁸

─ ⌐≈™≡╙⁸ ≤ ─╙

─⌐≈™≡│ ∆╢  

2 №╢™│ │  

╘─⌂™ │↓╣⌐ ∏╢ ≤⇔≡  

⇔√ ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ≤∆ 

╢⁹x  

─

┘

─

⌐

∆
╢ 

ה

 

    

 

 

 ─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ─ ⅜ủ  

ᵒ ─ ⅜ỏ  

ₒ ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹x  

 

 

 100  
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3) 特定段階での技術評価 

 ⌐╟╡ ↕╣√ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ ⌐⁸ ┘

►▼▬♩─ ╩ ∆⁹ 

 

β ╩ ⌐ⱥ▪ꜞfi◓╩ ∆╢↓≤⁹∕─ ⁸ ⌐ ↕╣√  

 ┘ ⌐ⱴכ♥ ∆╢ ─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 

表 4-2-2  プロポーザル方式の特定段階における評価基準及び評価ウェイトの設定例 

 

ₒᵑ ─ ₓ 

▪⁸ ≤⇔≡ ∆╢  

 

 

─   

   

─

┘

 

ה

 

 

 

 

 

 

 

 

⁸∕─

─  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ  

⌂ ╛  

╩ ∆╢ ⌐  

ᵒ  

─ ╘╢ ⅜ ⅝™ 
─ ה ⌐  

─ ╘╢  

⅜ ⅝™ ─ ה ⌐  
ₒ ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹x  

 

 

 

 

 

 

 10  

5  

 

  10  

 

 

 

ủ ─

│ ─

─ ₒ

10 ╩ ≤∆╢⁹

╩ ∆╢

│∕─ ╩

∆╢⁹x  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ

╕≢⌐ ⇔√ ─ ⁸

⌐ủủủủ⌐ ∆╢ ⁸ │ ⌐

╩ⱴⱠ☺ⱷfi♩⇔√ ⅜№╢⁹ 

ᵒ ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ

╕≢⌐ ⇔√ ─ ⁸ │

⌐ ╩ⱴⱠ☺ⱷfi♩⇔√

⅜№╢⁹ 

ᵓ ᵑᵒ │ ⇔⌂™⁹ 

ₒ 1 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹ 

│ ⁸ ⁸ ─

⌐≈™≡ ≤∆╢↓≤⁹ ⌂⅔⁸ ⁸

─ ⌐≈™≡╙⁸ ≤ ─╙

─⌐≈™≡│ ∆╢  

2 №╢™│ │

╘─⌂™ │↓╣⌐ ∏╢ ≤⇔≡

⇔√ ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ≤∆

╢⁹ 

3 ₡ 8₢⌐ ה ─

⌐≈™≡ ∆⁹x  

⁸ ┘ ─ ⌐⅔™≡│⁸ ∆╢ ⌐ ∂≡ ╩ ∆╢↓≤≤∆╢⁹ 

 ∕─ ⌐ ⌂ ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ╩ ⇔⁸ ⌐ ∂≡ ⌐╟╢ ╖╛ ─ 

╩ ⌐ ℮↓≤≤∆╢⁹ 

╩ ∆╢ ╦⅜ ┘ ∕─ ⅜ ≢№╢≤ ╘╠╣╢ ─ ⌐
∆╢ ⌐ ╢⁹ ⌐≈™≡│⁸№╠⅛∂╘ │ ≤─

╕√│ │ ╩ ↑≡™╢ ⅜№╢⁹⌂⅔⁸ ─

╕≢⌐ ╩ ↑≡™⌂™ ⌐╙ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⅜⁸↓─ ⁸ ⌐
─ ─ ⇔╩ ∆╢╙─≤⇔⁸ ⅜ ╩℮↑╢√╘⌐│ ─ ╕≢⌐ ╩ ↑⁸ ─

⇔╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 
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─   

   

─

┘

 

┘

 

 

 

╖

 

┘ⱥ▪ꜞfi

◓⌐⅔↑╢ ╖

┘  

─ ה ⅜ ≢⁸ ⌐ ∆

╢ ╙№╡⁸ ╖ ⅜ ↄ ∂╠╣╢

⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

 

 

 

 

 

15  

15  

 

20  
◖Ⱶꜙ

כ◔♬

◦ꜛfi

 

ⱥ▪ꜞfi◓⌐⅔↑╢

◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi

 

⌐ ∆╢ ⅜ ⁸⅛≈ ⌂ ⌐

⌐ ∆╢⁹ 

 25  
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 ▬ ⌐ ∂≡ ∆╢   

⁸ ┘ ─ ⌐⅔™≡│⁸ ∆╢ ⌐ ∂≡ ╩ ∆╢↓≤≤∆╢⁹ 

 ∕─ ⌐ ⌂ ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ╩ ⇔⁸ ⌐ ∂≡ ⌐╟╢ ╖╛ ─ 

╩ ⌐ ℮↓≤≤∆╢⁹ 

╩ ∆╢ ╦⅜ ┘ ∕─ ⅜ ≢№╢≤ ╘╠╣╢ ─ ⌐

∆╢ ⌐ ╢⁹ ⌐≈™≡│⁸№╠⅛∂╘ │ ≤─
╕√│ │ ╩ ↑≡™╢ ⅜№╢⁹⌂⅔⁸ ─

╕≢⌐ ╩ ↑≡™⌂™ ⌐╙ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⅜⁸↓─ ⁸ ⌐

─ ─ ⇔╩ ∆╢╙─≤⇔⁸ ⅜ ╩℮↑╢√╘⌐│ ─ ╕≢⌐ ╩ ↑⁸ ─
⇔╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 

 

 

─   

   

─

┘

 

ה

 

  

 

 

ủ ─

⁸ ≢

─ ─ ₒ

10 ╩ ∆╢

│∕─ ╩ ∆

╢⁹x  

ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ  

╕≢⌐ ⇔√ ≢─

─ ⌐≈™≡ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ה ⌐⅔↑

╢ №╡⁹ 

ᵒ ה ≢─

№╡⁹ 

ₒ 1 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹ 

│ ⁸ ⁸ ─

⌐≈™≡ ≤∆╢↓≤⁹ ⌂⅔⁸ ⁸

─ ⌐≈™≡╙⁸ ≤ ─╙

─⌐≈™≡│ ∆╢  

2 №╢™│ │

╘─⌂™ │↓╣⌐ ∏╢ ≤⇔≡

⇔√ ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ≤∆

╢⁹x  

─

⌐

∆
╢

 

 

─

⌐

∆
╢ 

ה

 

 

 

 

 

⁸∕─

─  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ  

⌂ ╛  

╩ ∆╢ ⌐  

ᵒ  

─ ╘╢ ⅜ ⅝™ 
─ ה ⌐  

─ ╘╢  

⅜ ⅝™ ─ ה ⌐  

ₒ 1 ╩ ∆╢ │ᵑ≤ᵒ│ 

─ ╩∆╢↓≤⁹ 

2 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹x  

 

 
 

ủ ─ │

─ ─

ₒ 10 ╩

≤∆╢⁹ ╩ ∆

╢ │∕─ ╩

∆╢⁹x  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ

╕≢⌐ ⇔√ ─ ⁸

⌐ủủủủ⌐ ∆╢ ⁸ │ ⌐

╩ⱴⱠ☺ⱷfi♩⇔√ ⅜№╢⁹ 

ᵒ ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ

╕≢⌐ ⇔√ ─ ⁸ │

⌐ ╩ⱴⱠ☺ⱷfi♩⇔√

⅜№╢⁹ 

ₒ 1 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹ 

│ ⁸ ⁸ ─

⌐≈™≡ ≤∆╢↓≤⁹ ⌂⅔⁸ ⁸

─ ⌐≈™≡╙⁸ ≤ ─╙

─⌐≈™≡│ ∆╢  

2 №╢™│ │

╘─⌂™ │↓╣⌐ ∏╢ ≤⇔≡

⇔√ ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ≤∆

╢⁹ 

3 ₡ 8₢⌐ ה ─ ⌐

≈™≡ ∆⁹x  
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ₒᵒ ₓ 

                  Ừ ≤⇔≡ ∆╢   ủ ⌐ ∂≡ ∆╢   

β ה ⱨ꜡הכ ─⧵ה ─ │ 1ה4 ≤⇔⁸ ⌐ ∂≡  ה4

  2 ╕≢≤∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹    

 

 

 

 

 

 

 

 

─   

   

─

┘

 

ה

 

ה

 

 

 

 

ủ ─

≢─

─ ₒ

10 ╩ ≤∆╢⁹

╩ ∆╢ │∕

─ ╩ ∆╢⁹x  

ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ  

╕≢⌐ ⇔√ ⁸

≢─ ─ ⌐≈™≡ ≢

∆╢⁹ 

ᵑ ה ⌐⅔↑

╢ №╡⁹ 

ᵒ ה ≢─

№╡⁹ 

ₒ 1 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹ 

│ ⁸ ⁸ ─

⌐≈™≡ ≤∆╢↓≤⁹ ⌂⅔⁸ ⁸
─ ⌐≈™≡╙⁸ ≤ ─╙

─⌐≈™≡│ ∆╢  

2 №╢™│ │

╘─⌂™ │↓╣⌐ ∏╢ ≤⇔≡

⇔√ ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ≤∆

╢⁹x  

─

⌐

∆
╢

 

 

─

⌐

∆
╢ 

 

 

─  ─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ─ ⅜ủ  

ᵒ ─ ⅜ỏ  

ₒ ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹x  

 

 

 
╩ ∆╢⁹ 

ₒ ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹x  

 

 

 

─   

   

ה

ⱨ
꜡

 ה

ה
∕
─

β 
 Ừ ⁸ ─ ⅜ ™ ⌐ ⌐ ∆╢⁹  

 

25  

(12.5  

 

 25 ) 

 Ừ ╩ ∆ ⱨ꜡כ─ ⅜ ™ ⌐

⌐ ∆╢⁹ 

Ừ ─ ╩ ∆ ─ ⅜ ™ ⌐

⌐ ∆╢⁹ 

∕─   Ừ ⌐ ∆╢ ⁸ ⌂ ⁸ ─ ⅜№╢

⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ ─ ╩ ⇔√ ≢⁸ ─ ⌂ ⌐ ∆╢

⅜№∫√ ⌐│ ∆╢⁹ 

 

 



 

-46- 

ₒᵓ  ⱴₓכ♥

                   Ừ ≤⇔≡ ∆╢  ủ ⌐ ∂≡ ∆╢  

β ─ⱴכ♥ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ∂≡ ∆╢⁹ 

β♥כⱴ─ │ ⅝≈⌐ⱴכ♥1 A ה ≤⇔⁸ ⌐ ∂≡ A ה ╕≢≤∆╢↓≤⅜≢

⅝╢⁹ 

+ ⱴכ♥  75  

 

ₒᵕ ⌐ ∆╢ ≤⇔≡ ₓ 

 ─   

 ◖☻♩─  ≤ ⅝ↄ ⅜№╢ │  

 

 

 100  

 

 

 

 

 

 

─   

   

♥

ⱴ
⌐

∆
╢

β 

 

ⱴכ♥ ─  ủ ⌐ ∆╢ ─ ⱴכ♥ ─ ⅜ ™

│ ⌐ ⇔ ⅜№╢ ⅜ ⇔ↄ ™

│ ⇔⌂™⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

50  

(50  

 

62.5 ) 

♥

ⱴ

 

                 Ừ ⁸ ⁸ ⌂≥ ≤─ ⅜ ™

⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

 

Ừ ⌂◐כ꞉כ♪ ⁸ ⁸ ⅜

↕╣≡™╢ ⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ ─ ╩ ⇔√ ≤⌂∫≡™╢ ⌐

⌐ ∆╢⁹ 

ủ ─ ⌐ ⇔™ ≤⌂∫≡™╢ ⌐

⌐ ∆╢⁹ 

 Ừ ⌐ ⅜№╢ ⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

Ừ ╩ ↑╢ ⌂≥⅜ ↕╣≡™╢

⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ ⇔╟℮≤∆╢ ⁸ ⅜ ⌂ ⌐

⌐ ∆╢⁹ 

ủ ⌐╟∫≡ ↕╣╢ ⅜ ⌂ ⌐

⌐ ∆╢⁹ 

 

 

ủ ⌐ ≠ↄ ↄ ⇔™ ⅜№╢ ⌐

⌐ ∆╢⁹ 

ủ ╩ ⇔√⁸ ─ ה

─ ⅜№╢ ⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ ─ ╩ ∆╢ ⅜№╢ ⌐ ⌐

∆╢⁹ 

ủ ─ ⅜№╢ ⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

2 
⁸  

⌐≈™≡ ╩    

ủ  

3 
⁸  

⌐≈™≡ ╩   

ủ  
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4.3 総合評価落札方式（標準型）における具体的な審査・評価について 

1)  

⅝ ─ ╩ ℮ ⌐ ∆╢ ─ ⌐⅔™≡│⁸ ⌐⅔

™≡ ∆═⅝ ╩ ⌐ ∆⁹╕√⁸ ┘ ⌐≈™≡₡ ₢⌐ ∆⁹ 

 ⅝ ─  

 

. ─  

( )   

( )  ─  

( )  ─  

( )  √╢  

( )  ─  

( )   

( )   

( )   

( )  ∕─  

↕╣╢√╘⌐ ⌂  

( )  ⌐ ↕╣╢  

( )  ⌐ ∆╢  

( ) ╩ ∆╢√╘─   

─  

( )   

( )   

( )  ⁸ ┘  

   . ⌐≈™≡ 

─ ⌐≈™≡─ ─ ↑ ┘  

⌐ ∆╢  

( )  ─  

( )  ─  

( )  ╩ ∆╢√╘─  

─  

( )   

( )  ─  

( ) ה  ⱨכ꜡Ίה ─⧵ה  

( )  ⱴכ♥ 

( )  ⁸ ┘  

( )  ─  

( )  ┘ ⌐ⱴכ♥ ∆╢ⱥ▪ꜞfi◓ 

( )  ⌐ ∆╢ⱥ▪ꜞfi◓ 

┘ ─ ┘  

 

┘  
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  ─  

⅝⌐⅔™↑╢ ─  

─  

 

─  

⇔ ≡⌐ ∆╢  

╩ ∆╢√╘─  

∕─ ─  

 

2) 指名段階での技術評価 

┘ ╩ ⌐⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ╩ ℮⁹ 

─ ⁸ ╩ √⇔≡™⌂™ ⌐│⁸ ┘ ╩ ╦⌂™⁹

╕√⁸ ╩ √⇔≡™╢ ⅜ ╩ ⅎ╢ ⌐⅔↑╢ ─ ⌐≈

™≡╙⁸ ≤⇔≡ ┘ ─ ╩ ╦⌂™↓≤≤∆╢⁹ 

⌂⅔⁸ ─ ≤⌂╢ ─ ≢ ─ ⅜ ∆╢ ─ ⌐│

╩ ⅎ≡ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 

表 4-2-3 総合評価落札方式（標準型）の指名段階における評価基準及び評価ウェイトの設定例 

 

ₒᵑ ─ ₓ 

▪ ≤⇔≡ ∆╢  

 

 

─   

   

 

─

┘

 

 

 

 ה

 

 

 

 

 

 

 

 

─ ◖fi◘

ꜟ♃fi♩  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ⌐ ∆╢ ─

◖fi◘ꜟ♃fi♩ ⌐№∫≡│ ◖fi

◘ꜟ♃fi♩ ⁸ ⌐№∫≡│

╡⁸ ⁸

⁸ ⌐ ≠ↄ │ ≤

╘╠╣╢ ⁹ 

ᵒᵑ  

ₒ ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹⌂

⅔⁸ ⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡

│ ≤⇔⁸ │ ⇔⌂™⁹x  

 

 

 

 

 

 

 25  

(12.5  

 

 25 ) 
 

 

─

 

 

ủ ─ │

─ ─

ₒ 10 ╩ ≤∆

╢⁹ ╩ ∆╢

│∕─ ╩ ∆╢⁹x  

ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ

╕≢⌐ ⇔√ │ ╩

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ─ │ ⌐ủủ⌐ ∆╢

⅜№╢⁹ 

ᵒ ─ ⅜№╢⁹ 

ᵓᵑᵒ │ ⇔⌂™⁹ 

ₒ 1 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹ 

│ ⁸ ⁸ ─

⌐≈™≡ ≤∆╢↓≤⁹ ⌂⅔⁸ ⁸

─ ⌐≈™≡╙⁸ ≤ ─╙

─⌐≈™≡│ ∆╢  

21 8 ⌐ ה ─₉

⌐≈™≡ ∆⁹x  
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 ┘ ⌂

 

ủủ ⅛╠ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ ⌐ ⇔⁸

─ ╩ ↑√ ⅛╠ủ ≢№╢ ⁸ ─ ≢ ╩ ∏╢⁹ 

ᵑ  

ᵒ  

 

10  

10  

 

15  

 

 

  35  

22.5  

  

   35  

 

▬ ⌐ ∂≡ ∆╢  

 

 

─   

   

─

┘

 

ה

 

 

 

─  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ⁸ ─

ủ ₒủ │ ⌐ ∂≡ ∆╢

╙─≤∆╢⁹x  

ᵒ  ─

┘

─

 

⌐

∆
╢ 

 

 ủ ─

⌐ ≠ↄ

ₒ 10 ╩

≤∆╢⁹x  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ה ≢─  

⌐ ≠ↄ №╡⁹ 

ₒ ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹

│ ⁸ ⁸ ─ ╩

∆╢ ─ ⌐≈™≡ ≤∆╢↓

≤⁹x  

─

┘

 

ה

 

 

 

 

 

 

 

 

 

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ⅜ủ ₒủ │ 25 ╩ ≤

⇔⁸ ─ ⌐ ∂≡ ∆╢╙─≤∆

╢⁹x  

ᵒ ᵑᵓ⌐ ⇔⌂™⁹ 

ᵓ ⅜ỏ ₒỏ │ 10 ╩ ≤

⇔⁸ ⌐ ∂≡ ∆╢╙─≤∆╢⁹x ─

┘

─

⌐

∆
╢ 

 ─

 

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ủ ─ ⌐ ₒủ

│ 5,000 ╩ ≤⇔⁸ ⌐ ∂≡

∆╢╙─≤∆╢⁹x  

ᵒ ᵑᵓ⌐ ⇔⌂™ 

ᵓ ⌐  

 ─ ─  ─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ủ ⌐ ⅛╠─

⇔ 

ᵒ  

ₒủ │ 1 ╩ ≤⇔⁸ ⌐ ∂≡

∆╢╙─≤∆╢⁹x  
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ₒᵒ ─ ₓ 

▪ ≤⇔≡ ∆╢  

 

 

─   

   

─

┘

 

ה

 

 

 

 

 

 

⁸∕─

─  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ  

⌂ ╛  

╩ ∆╢ ⌐  

ᵒ  
─ ╘╢ ⅜ ⅝™ 

─ ה ⌐  

─ ╘╢  
⅜ ⅝™ ─ ה ⌐  

ₒ ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹x  

 

 

 

 

 

 

15  

15  

 

  20  

 

 

 

ủ ─

│ ─

─ ₒ 10 ╩

≤∆╢⁹ ╩

∆╢ │∕─

╩ ∆╢⁹x  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ

╕≢⌐ ⇔√ ─ ⁸

⌐ủủủủ⌐ ∆╢ ⁸ │ ⌐

╩ⱴⱠ☺ⱷfi♩⇔√ ⅜№╢⁹ 

ᵒ ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ

╕≢⌐ ⇔√ ─ ⁸ │

⌐ ╩ⱴⱠ☺ⱷfi♩⇔√

⅜№╢⁹ 

ᵓ ᵑᵒ │ ⇔⌂™⁹ 

ₒ 1 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹ 

│ ⁸ ⁸ ─

⌐≈™≡ ≤∆╢↓≤⁹ ⌂⅔⁸ ⁸

─ ⌐≈™≡╙⁸ ≤ ─╙

─⌐≈™≡│ ∆╢  

2 №╢™│ │

╘─⌂™ │↓╣⌐ ∏╢ ≤⇔≡

⇔√ ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ≤∆

╢⁹ 

3 ₡ 8₢⌐ ה ─

⌐≈™≡ ∆⁹x  
 ∟

 

∟  ∟ ┘

 

─╙

─╩ ╗⁹  

─ ⌐ ∆╢ │ ⇔⌂™⁹ 

ה ∟ ─ ⅜ủ ⁸╕√│

 

 ∟ ─ ⅜ủ  

∟ ≤│⁸ │

≤⌂∫≡™╢ 500 ─╒⅛─ ╩

∆⁹  

₈oủ ₉│ 4 ⁸₈ủ ₉│

10 ╩ ≤⇔⁸ ⌐ ∂≡

∆╢↓≤⁹x                    

 

 

  

 

 

  50  

50   

 

65  

⁸ ┘ ─ ⌐⅔™≡│⁸ ∆╢ ⌐ ∂≡ ╩ ∆╢↓≤≤∆╢⁹ 

 ∕─ ⌐ ⌂ ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ╩ ⇔⁸ ⌐ ∂≡ ⌐╟╢ ╖╛ ─ 

╩ ⌐ ℮↓≤≤∆╢⁹ 

╩ ∆╢ ╦⅜ ┘ ∕─ ⅜ ≢№╢≤ ╘╠╣╢ ─ ⌐
∆╢ ⌐ ╢⁹ ⌐≈™≡│⁸№╠⅛∂╘ │ ≤─

╕√│ │ ╩ ↑≡™╢ ⅜№╢⁹⌂⅔⁸ ─

╕≢⌐ ╩ ↑≡™⌂™ ⌐╙ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⅜⁸↓─ ⁸ ⌐
─ ─ ⇔╩ ∆╢╙─≤⇔⁸ ⅜ ╩℮↑╢√╘⌐│ ─ ╕≢⌐ ╩ ↑⁸ ─

⇔╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 
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▬ ⌐ ∂≡ ∆╢  

 

 

─   

   

─

┘

 

ה

 

 

 ủ ─

⁸ ≢

─ ─ ₒ

10 ╩ ∆╢

│∕─ ╩ ∆

╢⁹x  

ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ

╕≢⌐ ⇔√ ⁸

≢─ ─ ⌐≈™≡ ≢

∆╢⁹ 

ᵑ ה ⌐⅔↑

╢ №╡⁹ 

ᵒ ה ≢─

№╡⁹ 

ₒ 1 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹ 

│ ⁸ ⁸ ─

⌐≈™≡ ≤∆╢↓≤⁹ ⌂⅔⁸ ⁸

─ ⌐≈™≡╙⁸ ≤ ─╙

─⌐≈™≡│ ∆╢  

2 №╢™│ │  

╘─⌂™ │↓╣⌐ ∏╢ ≤⇔≡  

⇔√ ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ≤∆ 

╢⁹x  

─

┘

─

⌐

∆
ה ╢

 

    

 

 

 ─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ─ ⅜ủ  

ᵒ ─ ⅜ỏ  

ₒ ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹x  

 

 

ₒᵓ ≤⇔≡ ₓ 

 

 

─   

 
  

 

─  ⌂⅔⁸ ─™∏╣⅛─ ⌐ ∆╢ ⌐│ ⇔

⌂™⁹ 

ᵑ ─ ⅜ │ ⌂ ⁹ 

ᵒ ⌐╟╢ ⌐ ─ ⅜ ↕

╣ ⅞≡™╢ ⁸ ─ ╩ ─ ⅜

∆╢↓≤≤⇔≡™╢ ⁹ 

 

 100  
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3) 入札段階での技術評価 

⌐╟╡ ↕╣√ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ ⌐⁸ ┘ ►▼

▬♩╩ ∆⁹ 

 

 β ⁸ ╩ ⌐ⱥ▪ꜞfi◓╩ ∆╢↓≤⁹∕─ ⁸ ⌐ ↕╣√  

┘ ⌐ⱴכ♥ ∆╢ ─ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 

 

表 4-2-4 総合評価落札方式（標準型）の入札段階における評価基準及び評価ウェイトの設定例 

 

ₒᵑ ─ ₓ 

▪ ≤⇔≡ ∆╢  

⁸ ┘ ─ ⌐⅔™≡│⁸ ∆╢ ⌐ ∂≡ ╩ ∆╢↓≤≤∆╢⁹ 

 ∕─ ⌐ ⌂ ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ╩ ⇔⁸ ⌐ ∂≡ ⌐╟╢ ╖╛ ─ 

╩ ⌐ ℮↓≤≤∆╢⁹ 

╩ ∆╢ ╦⅜ ┘ ∕─ ⅜ ≢№╢≤ ╘╠╣╢ ─ ⌐
∆╢ ⌐ ╢⁹ ⌐≈™≡│⁸№╠⅛∂╘ │ ≤─

╕√│ │ ╩ ↑≡™╢ ⅜№╢⁹⌂⅔⁸ ─
╕≢⌐ ╩ ↑≡™⌂™ ⌐╙ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⅜⁸↓─ ⁸ ⌐

─ ─ ⇔╩ ∆╢╙─≤⇔⁸ ⅜ ╩℮↑╢√╘⌐│ ─ ╕≢⌐ ╩ ↑⁸ ─

⇔╩ ⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 

 

 

 

 

─   

  1:3 1:2 

─

┘

 

ה

 

 

 

 

 

 

⁸∕─

─  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ  

⌂ ╛  

╩ ∆╢ ⌐  

ᵒ  
─ ╘╢ ⅜  

⅝™ ─ ה ⌐  

─ ╘╢ 
⅜ ⅝™ ─ ה ⌐  

ₒ ⌐ ∂≡ ∆╢↓

≤⁹x  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

(5  

 

 

10 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15

(7.5  

 

 

15 ) 
 

 

 

ủ ─ │

─ ─

ₒ 10 ╩

≤∆╢⁹ ╩ ∆

╢ │∕─ ╩

∆╢⁹x  

 

 

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ủủ ₒ ≤⇔≡ 10

ₓ ╕≢⌐ ⇔√ ─

⁸ ⌐ủủủủ⌐ ∆╢ ⁸

│ ⌐ ╩ⱴⱠ☺ⱷfi♩⇔√

⅜№╢⁹ 

ᵒ ủủ ₒ ≤⇔≡ 10

ₓ ╕≢⌐ ⇔√ ─

⁸ │ ⌐ ╩ⱴⱠ☺ⱷfi♩

⇔√ ⅜№╢⁹ 

ₒ 1 ⌐ ∂≡ ∆╢↓

≤⁹ │ ⁸ ⁸

─ ⌐≈™≡ ≤∆╢↓≤⁹

⌂⅔⁸ ⁸ ─ ⌐≈™≡╙⁸

≤ ─╙─⌐≈™≡│ ∆╢  

2 №╢™│

│ ╘─⌂™ │↓╣⌐ ∏╢ ≤

⇔≡ ⇔√ ≤⇔≡ ⇔√ ╩

≤∆╢⁹ 

3 ₡ 8₢⌐ ה ─

⌐≈™≡ ∆⁹x  
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─   

  1:3 1:2 

─

┘

 

┘

 

 

 

╖

 

┘ⱥ▪ꜞfi◓⌐

⅔↑╢ ╖ ┘

 

─ ה ⅜ ≢⁸ ⌐

∆╢ ╙№╡⁸ ╖ ⅜ ↄ ∂

╠╣╢ ⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15

(15  

 

 

20 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18

(18  

 

 

25.5

) 

◖Ⱶꜙ

כ◔♬

◦ꜛfi

 

ⱥ▪ꜞfi◓⌐⅔↑╢◖Ⱶ

fiꜛ◦כ◔♬ꜙ  

⌐ ∆╢ ⅜ ⁸⅛≈ ⌂

⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

 25  33  

 

 

─   

   

─

┘

 

ה

 

  

 

 

ủ ─

⁸ ≢

─ ─ ₒ

10 ╩ ≤∆╢⁹

╩ ∆╢ │

∕─ ╩ ∆╢⁹x  

ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ  

╕≢⌐ ⇔√ ⁸

≢─ ─ ⌐≈™≡ ≢

∆╢⁹ 

ᵑ ה ⌐⅔↑

╢ №╡⁹ 

ᵒ ה ≢─

№╡⁹ 

ₒ 1 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹ 

│ ⁸ ⁸ ─

⌐≈™≡ ≤∆╢↓≤⁹ ⌂⅔⁸ ⁸

─ ⌐≈™≡╙⁸ ≤ ─╙

─⌐≈™≡│ ∆╢  

2 №╢™│ │

╘─⌂™ │↓╣⌐ ∏╢ ≤⇔≡

⇔√ ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ≤∆

╢⁹x  

─

⌐

∆
╢

 

 

─

⌐

∆
ה ╢

 

 

 

⁸∕─

─  

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ  

⌂ ╛  

╩ ∆╢ ⌐  

ᵒ  
─ ╘╢ ⅜  

⅝™ ─ ה ⌐  
─ ╘╢ 

⅜ ⅝™ ─ ה ⌐  

ₒ 1 ╩ ∆╢ │ᵑ≤ᵒ│

─ ╩∆╢↓≤⁹ 

2 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹x  
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▬ ⌐ ∂≡ ∆╢  

 

 

 

 

ủ ─ │

─ ─

ₒ 10 ╩

≤∆╢⁹ ╩ ∆

╢ │∕─ ╩

∆╢⁹x  

 

 

─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ

╕≢⌐ ⇔√ ─ ⁸

⌐ủủủủ⌐ ∆╢ ⁸ │ ⌐

╩ⱴⱠ☺ⱷfi♩⇔√ ⅜№╢⁹ 

ᵒ ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ

╕≢⌐ ⇔√ ─ ⁸ │

⌐ ╩ⱴⱠ☺ⱷfi♩⇔√

⅜№╢⁹ 

ₒ 1 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹

│ ⁸ ⁸ ─

⌐≈™≡ ≤∆╢↓≤⁹ ⌂⅔⁸ ⁸

─ ⌐≈™≡╙⁸ ≤ ─╙

─⌐≈™≡│ ∆╢  

2 №╢™│ │

╘─⌂™ │↓╣⌐ ∏╢ ≤⇔≡

⇔√ ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ≤∆

╢⁹ 

3 ₡ 8₢⌐ ה ─ ⌐

≈™≡ ∆⁹x  

 

 

─   

   

─

┘

 

ה

 

ה

 

 

 

 

ủ ─

⁸ ≢

─ ─ ₒ

10 ╩ ≤∆╢⁹

╩ ∆╢ │

∕─ ╩ ∆╢⁹x  

ủủ ₒ ≤⇔≡ 10 ₓ  

╕≢⌐ ⇔√ ⁸

≢─ ─ ⌐≈™≡ ─

≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ה ⌐⅔↑

╢ №╡⁹ 

ᵒ ה ≢─

№╡⁹ 

ₒ 1 ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹ 

│ ⁸ ⁸ ─

⌐≈™≡ ≤∆╢↓≤⁹ ⌂⅔⁸ ⁸

─ ⌐≈™≡╙⁸ ≤ ─╙

─⌐≈™≡│ ∆╢  

2 №╢™│ │

╘─⌂™ │↓╣⌐ ∏╢ ≤⇔≡

⇔√ ≤⇔≡ ⇔√ ╩ ≤∆

╢⁹x  

─

⌐

∆
╢

 

 

─

⌐

∆
╢ 

 

ה

ה

 

 

 

─  ─ ≢ ∆╢⁹ 

ᵑ ─ ⅜ủ  

ᵒ ─ ⅜ỏ  

ₒ ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤⁹x  
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ₒᵒ ₓ 

                 Ừ ≤⇔≡ ∆╢   ủ ⌐ ∂≡ ∆╢   

β ה ⱨ꜡הכ ─⧵ה ─ │ 1ה4 ≤⇔⁸ ⌐ ∂≡  ה4

  2 ╕≢≤∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 

ₒᵓ  ⱴₓכ♥

                    

β ─ⱴכ♥ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ∂≡ ∆╢⁹ 

β♥כⱴ─ │ ⅝≈⌐ⱴכ♥1 A ה ≤⇔⁸ ⌐ ∂≡ A ה ╕≢≤∆╢↓≤⅜≢

⅝╢⁹ 

 

 

+ ⱴכ♥  75  67  

 

 100  

 

 

 

─   

  1:3 1:2 

ה

ⱨ
꜡

 ה

ה
∕
─

β 

 Ừ ⁸ ─ ⅜ ™ ⌐ ⌐ ∆╢⁹ 
 

 

 

 

 

25  

(12.5

  

 

 

25 ) 

 

 

 

 

 

30

(15  

 

 

30 ) 

 Ừ ╩ ∆ ⱨ꜡כ─ ⅜ ™ ⌐

⌐ ∆╢⁹ 

Ừ ─ ╩ ∆ ─ ⅜ ™

⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

∕─   Ừ ⌐ ∆╢ ⁸ ⌂ ⁸ ─ ⅜

№╢ ⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ ─ ╩ ⇔√ ≢⁸ ─ ⌂ ⌐ ∆

╢ ⅜№∫√ ⌐│ ∆╢⁹ 

 

 

 

─   

  1:3 1:2 

♥

ⱴ
⌐

∆
╢

β 

 

ⱴכ♥ ─  ủ ⌐ ∆╢ ─ ⱴכ♥ ─ ⅜ ™

│ ⌐ ⇔⁸ ⅜№╢ ⅜ ⇔ↄ

™ │ ⇔⌂™⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50

(50  

 

62.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37

(37  

 

 

52 ) 

♥

ⱴ

 

                 Ừ ⁸ ⁸ ⌂≥ ≤─ ⅜ ™

⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

Ừ ⌂◐כ꞉כ♪ ⁸ ⁸ ⅜

↕╣≡™╢ ⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ ─ ╩ ⇔√ ≤⌂∫≡™╢ ⌐

⌐ ∆╢⁹ 

ủ ─ ⌐ ⇔™ ≤⌂∫≡™╢ ⌐

⌐ ∆╢⁹ 

 Ừ ⌐ ⅜№╢ ⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

Ừ ╩ ↑╢ ⌂≥⅜ ↕╣≡™╢

⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

ủ ⇔╟℮≤∆╢ ⁸ ⅜ ⌂ ⌐

⌐ ∆╢⁹ 

ủ ⌐╟∫≡ ↕╣╢ ⅜ ⌂ ⌐

⌐ ∆╢⁹ 

2 
⁸ ⌐≈™

≡ ╩  
ủ  

Ừ ≤⇔≡ ∆╢  ủ ⌐ ∂≡ ∆╢  
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3

10

32

857

0 200 400 600 800 1,0001,200

無回答

最低制限＋低入札価格調査制度あり

低入札価格調査制度あり

最低制限価格制度あり

低入札対策なし

業務件数

5. 技術評価によるコンサルタント選定に向けた提言 

5.1 現行の入札･契約方式の課題 

1) 入札･契約方式の実態 

¶ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ ─ ⌐ ⇔⁸ ⌐╟╢ │╦∏⅛⌐ 7 ⌐ ⅞⌂™⁹ 

¶ ( ╗)∞↑╩╖╢≤⁸∕─ │↕╠⌐ ↕ↄ 5 ≤⌂∫≡™╢⁹ 

¶ ( ╗)─◖fi◘ꜟ♃fi♩ │ ⅜ 70 ⁸

⅜ 25 ╩ ╘≡⅔╡⁸ ─ ⌐ ∂≡ ⌐╟╢ ╩ ∆╢ │ ⅝™

╙─≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

¶ ⌐ ╩ ∆╢≤⁸ ⌐╟╢ ⅜ ↕╣≡™╢ ─ ™

⌐⁸ (14.5 )⁸ (8.1 )⁸ (3.7 )⁸

(2.0 )≤⌂∫≡⅔╡⁸ⱪ꜡☺▼◒♩─ ╒≥ ⌐╟╢ ⅜

⅝™ ⌐№╢⁹ 

 

2) 見積徴収･技術提案要請と入札契約方式 

¶ ⅜⌂ↄ ─⧵⁸│≢☻כ◔√∫№⅜ ─╒≤╪≥⅜

№╢™│ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ≤⌂∫≡⅔╡⁸ ⌐╟╢ ⅜ ╦╣≡™╢╙

──⁸∕─ │ ─ 1.5 ⌐∆⅞⌂™⁹ 

¶ №╡≢ ⁸≡™⅔⌐☻כ◔√∫№⅜ ≤⌂∫≡™╢ ⅜ 244

( ─ 21.3 )╙№╡⁸ ─ ⌂ ≢№╢⁹ 

 

3) 低入札対策と入札契約方式 

¶ ⁸ ─™∏╣╙ ↕╣≡™⌂™ ≢─ ⅜

644 ( ─ 56.3 )⁸ ╩ ╘╢≤⁸663 ( 58.0 )╙№╡⁸↓

╣╠─ ≢│⁸ ─ ⅜ ⅎ╢⁹ 

 

 ⁸ ─ ◖fi◘ꜟ♃fi♩ ─ ⌐≈™≡⁸∕─ ╩╙≤⌐

╩ ⇔√⅜⁸ ⁸ ⌐╟╢ ╩∆═⅝ ⌐⅔™≡╙ ⅜ ↄ ↕╣≡™

╢↓≤⁸╕√ ╩≤╠╣≡™⌂™ ╙ ↄ⁸ ⇔™ ╩ ⇔≡™╢↓≤⌂

≥⅜⁸ ─ ≤⇔≡ ≢⅝╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1-1  市町村(一部事務組合含む)におけるコンサルタント業務の発注実態 

( ▪fi◔כ♩ H23 )  

1

6

38

234
641

0 150 300 450 600 750

無回答

総合評価落札方式

プロポーザル方式

随意契約方式

価格競争

業務件数
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5.2 技術評価による発注方式の基本的考え方 

1) 発注方式の選定手順 

◖fi◘ꜟ♃fi♩─ │⁸ ⌐⅔↑╢ ⁸ ⌐ ∆╢ ⅛╠⁸

─ ⌐ ╢ ה ה ה ה ╕≢─ ─ ⅜╢⁹↓╣╠─ │⁸

⌐╦√∫≡ ≢ ™ ╩ ↕╣╢ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

↓╣╠─ ─ ─ ⅎ │⁸ ∆╢ ─ ─ ⁸ ╛●▬♪ꜝ

▬fi─ ⌂≥⅛╠ ⇔⁸ ⌐ ─ ⌐╟∫≡⁸ ╩ ∆╢↓≤⅜ ╕⇔™

≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

─ ≤⇔≡│⁸ 5- 2- 1⌐ ∆ⱨ꜡כ⅜ ⅎ╠╣╢⁹√∞⇔⁸ ╛

⁸●▬♪ꜝ▬fi ╩ ∆╢ ≢№∫≡╙⁸ ≢│⁸◖fi◘ꜟ♃fi♩─ ╛

⅜ ⌂ ⅜№╡⁸∕─╟℮⌂ ⌐≈™≡│ ≢│⌂ↄ⁸ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ╛

╩ ∆╢ ⅜⁸╟╡ ─ ™ ⅜ ≢⅝╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2-1 発注方式の選定手順（案） 

 
─  

 
fi▬ꜝ♪▬●ה ─  

 
 

ₒ ₓ 

(1) ה  

(2) ↔╖ ה ה☻●  

ₒ ₓ 

(3)  

(4)  

 β ╛●▬♪ꜝ▬fi⅜№╢ ⌐⅔™≡

╙ ─ ╛ ⌐╟∫≡│⁸

≢ ╩ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

ₒⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ₓ 

╕√│ 

ₒ ₓ 

(5)  

(6) ⸗♬♃ꜞfi◓  

(7)  

(8) ▪☿☻ⱷfi♩  

(9) ▪☿☻ⱷfi♩  

(10)  

(11) ה  

(12)  

 

 

 

 

 

 

ₒⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ₓ 

(13)  

(14)  

(15)  

(16) ◦☻♥ⱶ  

(17)  

(18)  

(19) ▪♪Ᵽ▬◙ꜞכ 

(20) ▪♪Ᵽ▬◙ꜞכ 

(21)  
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2) 推奨される発注方式 

◖fi◘ꜟ♃fi♩─ ╩ ⅝ↄ 21 ⌐ ⇔⁸₈2.2 ─ ⅎ ₉

≢ ⇔√ ⌐ ∫≡ ⇔√ ⁸ ↕╣╢ │⁸ 5- 2- 2⌐ ∆≤⅔╡≢№╢⁹ 

ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ⅜ ╕⇔™ │⁸ ⁸ ─ 9 ⁸ⱪ꜡ⱳכ

◙ꜟ ╕√│ ─≥∟╠⅛⅜ ╕⇔™ │⁸ ⁸ ≤

⌐ ╢ 8 ⁸ ⅜ ╕⇔™ │⁸ ⌐№╢ 2 ⁸ ⅜

╕⇔™ │⁸ ─ 2 ─ ≤⌂╢⁹ 

─ ─ │⁸◖fi◘ꜟ♃fi♩⌐ ╩ ╘╢⅛⁸ ╛

╩ⱴכ♥ ╘╢↓≤⌐╟╡⁸╟╡ ─ ™ ⅜ ≢⅝╢⁹ 

╕√⁸ ─ ╩ ∆╢⌐№√∫≡│⁸ ╛ ╩ ⅝ ─ ≢

⅜⌂™ ≤⌂∫≡™╢↓≤⅛╠⁸◖fi◘ꜟ♃fi♩⅛╠ ╩ ⇔≡⁸ ⌂ ╩

∆╢ ⅜№╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2-2 廃棄物コンサルタント業務の標準発注方式の提案 

 

 

 

 

ה  

 
 

ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ  

(9) ▪☿☻ⱷfi♩  

(1) ה  

(4)  

(2) ↔╖ ה ה☻●  

(13)  

(3)  

(12)  

(17)  

(14)  

(7)  

(10)  

(11) ה  

(5)  

(6) ⸗♬♃ꜞfi◓ 
 

(19)PFI  

(20)PFI ▪♪Ᵽ▬◙ꜞכ 

(18)  

(16) ◦☻♥ⱶ  

(15)
 

(21)  
(8) ▪☿☻ⱷfi♩  
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5.3 標準的な発注手続き 

1) プロポーザル方式の標準的実施手順 

 ⅝─ ╩ ╕ⅎ⁸ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ ─ ⌂ ╩ ∆╢⁹ ⌂

─ ⌐№√∫≡│⁸ ⇔√ ─●▬♪ꜝ▬fi⌐ ↕╣≡™╢ ╩ ⌐⁸

◖fi◘ꜟ♃fi♩ ─ ⁸ ⌐⅔↑╢ⱴfiⱤ꞉כ─ ╩ ╕ⅎ≡⁸ ∆

╢⌂≥─ ⅜ ≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

10

10
～

20 7

15

10

15 15

7

15 15

10

日
程
度

・業務の概要
・参加表明書及び技術提案書の作成・提出方法
・技術提案書提出者の選定基準、評価基準等

質問／回答

日
程
度

5
日

5
日

・管理技術者の経験及び能力
・業務の実施体制
・選定基準に基づき３～５者程度を選定

・非選定者には理由を付して通知

・非特定者には理由を付して通知

・予定価格の範囲内で契約の交渉

・標準プロポーザルの場合
・２者以下の場合は追加要請

日
以
内

非 特 定 理 由 の 説 明 要 求
日
程
度

日
程
度

公
　
募
　
型

標
　
　
　
準

日
以
内

日
以
内

日
以
内

理由の説明要求に係る回答

日
程
度

日
程
度

日
程
度

契 約 の 締 結

非 選 定 理 由 の 説 明 要 求

理由の説明要求に係る回答

受注意思確認
質問／回答

技 術 提 案 書 の 提 出 期 限

ヒ ア リ ン グ の 実 施

技 術 提 案 書 の 評 価
（コンサ ルタント選定 委員 会）

技 術 提 案 書 の 評 価 決 定
（入札・契約手続運営委員会）

技 術 提 案 書 の 特 定 ・通 知

手 続 き 開 始 の 公 示
【説 明 書 の 交 付 開 始 ）

参 加 資 格 条 件 の 審 査
（コンサ ルタント選定 委員 会）

参 加 表 明 書 の 提 出 期 限

技 術 提 案 書 提 出 者 の 選 定
（コンサ ルタント選定 委員 会）

選定通知／提案書要請書の送付

 

 

図 5-3-1 プロポーザル方式の実施手順 
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2) 総合評価落札方式の標準的実施手順 

 ⅝─ ╩ ╕ⅎ⁸ ─ ⌂ ╩ ∆╢⁹ ⌂

─ ⌐№√∫≡│⁸ ⇔√ ─●▬♪ꜝ▬fi⌐ ↕╣≡™╢ ╩ ⌐⁸

◖fi◘ꜟ♃fi♩ ─ ⁸ ⌐⅔↑╢ⱴfiⱤ꞉כ─ ╩ ╕ⅎ≡ ∆╢

⌂≥─ ⅜ ≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

 ╕√⁸ №╢™│ ─ ⌐╟╡⁸ ⌂ ╩ ∆╢↓

≤⅜ ≢№╢⁹ 

 

10

10
～

20 7

15

10

15 15

15 15

契 約 の 締 結

日
程
度

日
程
度

技 術 提 案 書 の 評 価
（コンサ ルタント選定 委員 会）日

程
度

日
程
度

入 札 及 び 開 札

・標準プロポーザルの場合
・２者以下の場合は追加要請

日
以
内

技 術 提 案 書 の 提 出 期 限 理由の説明要求に係る回答
5
日

5
日

ヒ ア リ ン グ の 実 施

参 表 明 書 の 提 出 期 限

技 術 提 案 書 提 出 者 の 選 定
（コンサ ルタント選定 委員 会）

・管理技術者の経験及び能力
・業務の実施体制
・選定基準に基づき３～５者程度を選定

指 名 通 知

日
程
度

日
以
内

・非指名者には理由を付して通知

日
程
度

質問／回答 非 指 名 理 由 の 説 明 要 求

公
　
募
　
型

標
　
　
　
準

参 加 資 格 条 件 の 審 査
（コンサ ルタント選定 委員 会）

手 続 き 開 始 の 公 示
【説 明 書 の 交 付 開 始 ）

・業務の概要
・参加表明書及び技術提案書の作成・提出方法
・技術提案書提出者の選定基準、評価基準等日

程
度 質問／回答

 

 

図 5-3-2 総合評価落札方式の実施手順 
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一般社団法人 日本廃棄物コンサルタント協会  

廃棄物コンサルタントの技術力による選定に関する検討委員会 

 

 

委 員 名 簿 

 

    

  ♩fi◘ꜟ♃fi◖ פֿ   
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  ♥◒ⱡ☻ֿפ  

 כ♃fi☿   פֿ  

  ( ) ◖fi◘ꜟ♃fi♩   

  ( ) ◖fi◘ꜟ♃fi♩   
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